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日
文
研

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
創
設

に
あ
た
り
、

一
九
八
七
年
に
開
設
さ
れ
た
事
業
の

一
つ
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
主
な
目
的
は
海
外

の
日
本
研
究
者
と
日
本
の
研
究
者
と
の
交
流
を
促
進
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

研
究
と
い
う
人
間
の
営
み
は
、

フ
ォ
ー
マ
ル
な
活
動
の
み
で
成
り
立

っ
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
、
た
ま
た
ま
顔
を
出
し
た
会
や
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
の
議
論
や

情
報
交
換
な
ど
が
貴
重
な
契
機
に
な
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
こ
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
は
そ
の
よ
う
な
契
機
を
生
み
出
す
こ
と
を
願
い
、
様
々
な
研
究
者
が
自
由
な

テ
ー
マ
で
話
が
出
来
る
よ
う
に
、
文
字
ど
お
り
イ

ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な

「
広
場
」

を

提
供
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
報
告
書
の
公
刊
を
機
と
し
て
、
皆
様
の
日
文
研

フ
ォ
ー
ラ

ム
へ
の
ご
理
解
が
深
ま
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

国
際
日
本
文
化
研
究

セ
ン
タ
i

所
長

河
合

隼

雄
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一
、

雷

神

像

の

変

遷

後
漢

の
王
充

の

『
論

衡

・
雷
虚

篇
』

は
、
雷

公

(
神
)

の
形
状

を
次

の
よ
う

に
述

べ
て

い

る
。

図

画
之

工
、
図
雷

之
状

、
累

々
如

連
鼓
之

形
、

又

図

一
人

、

若
力

士

之

容

、

謂

之

雷

公

、

使
之
左

手
引

連
鼓

、
右
手

推
椎

、
若
撃
之

状
。

其

意

以

為

雷

声
隆

々
者

、

連

鼓

相

扣

撃

之

意

也

(
図
画

の
工
、
雷

の
状

を
図
す

る

に
、
累

々
と

し

て
連
鼓

の
形

の
如

く

し
、

又

一
人

の
力

士

の
若
き

の
容

を
図

し
、
之

を
雷
公

と
謂

ひ
、
之

を

し

て
左

手

に
連

鼓

を
引

き

、

右

手

に
椎

を
推

さ
し

め
、
之

を
撃

つ
状

の
若
く

す
。
其

の
意

に
以

為

ら

く

、
雷

声

の
隆

々

た

る
者

は
、

連
鼓
相

扣
撃

す

る

の

〔意

〕
な

り
)
。

長
沙

馬
王
堆

前
漢

墓

か
ら
出

土

さ
れ

た
帛
絵

(
絹

織

物

の
上

に
作

っ
た
絵

)

に

は
、

雷

神

像

す
そ

が
み

え
る

(
写
真

一
)
。
「
凸

眼
鳥

嘴
、
左
手

は
椎

、

右

手

は
鏤

を
持

ち
、

腰

は
簾

状

の
裙

を

囲

ん

で
い
る
」

(林

河
氏

『
《
九

歌
》

与
況
湘

民
俗

』
、

上

海

三

聯

書

店
、

一
九

九

〇

年

、

一
三

四

頁

、
参
照
)
。

「
鏤

は
鎌

な

り
」

(
『
説
文

解
字

』
巻

一
四
上

よ
り
)
。

一
九

八
○
年

、
山

西
省
考

古
研

究
所

と
太
原
文

物

管

理

委

員

会

は
、
太

原

市

郊

南

王

郭

村

に

北

斉
武
平

元
年

(
五
七

〇
年

)
頃

の
東

安
王

で
あ

る
米
女
叡

墓

を

発

掘

し

た

が
、

そ

の
中

に

は
大

量

の
壁
絵

が

あ

っ
た
。
東
壁

の
青

竜
図

の
上
方

は
雷

公

(
雷

神

)

図

で
あ

る
。

そ

の
形

状

は
怪
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獣

ら

し

い

、

猿

の

顔

、
赤

唇

黄

眼

、

は
だ
き

赤

い
襦

と
白

い
袴

を
着

て

い
て
、

手

足
が
槌
を
振
る
舞

っ

て
太
鼓
を

叩

い

て

い
る
。
周

り

は
天

鼓

(天
神

の
太
鼓
)

が
九

つ
あ

る
。

こ

の
雷
公

図

と
類

似

す

る
も

の
は
、

敦

煌

二
四
九
窟

の
雷

公

図

で

あ

る

。

(
鄂

嫩

哈

拉

・
蘇

日
台
氏

『
中

国

北

方
民
族
美
術
史
料
』
、

『社神図』中雷神像(上 列右二目)、劉暁路編 『中国帛

画』、上海古籍出版社一九九四年よ り。

(写 真一)
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上

海

人
民

美
術

出
版
社

、

一
九
九

〇
年

、
参

照
)

こ

の
幾

つ
か

の
雷
神

像

に
は
雷
斧

は

み
ら
れ

な

か

っ
た
。

こ
れ

に
対

し

て
、

民

間

伝

承

の
雷

神

像

に
は
雷
斧

は
登
場

す

る
。
壮
族

の
伝
承

が

い
う
。

天

上

に
住

ん

で

い
る
雷

王

は
、
燈
籠

の
眼
が

二

つ
あ

り
、

ま
ば

た

き

す

る

と
、

緑

の
電
光

が
閃

い

て
き

た
。
背
中

に
翼

が

二

つ
生

え

て
い

て
、

振

り
揚

げ

る
と

、

暴

風

が
動

い

て
通

っ

の
み

た

。

二

つ
足

が

非

常

に

重

く

、

歩

く

と

、

ガ

ラ

ガ

ラ
と

音

を

た

て

た

。

手

が

板

斧

と

鑿

を
持

っ

て

い

て
、

怒

る

と

、

こ

っ
ち

で
掘

っ
た

り

あ

っ
ち

で

割

っ
た

り

し

た

。

(『
壮

族

民

間

故

事

選

・

布

伯

の
故

事

』
、

上

海

文

芸

出

版

社

、

一
九

八

四

年

、
参

照

)

こ

の
伝

承

は

何

時

か

ら

起

源

し

た

の

か

、

は

っ
き

り

わ

か

ら

な

い

が

、

『
旧

唐

書

』

粛

宗

紀

・

宝

応

元

年

(
七

六

二
)

の
条

(
一)

の
雷

公

石

斧

に

つ
い

て

の

記

載

に

よ

る

と

、

少

な

く

と

も

唐

代

ま

で

に
雷

公

(
雷

神

)

と

石

斧

(雷

斧

)

と

を

結

ぶ
伝

承

が

既

に

あ

っ
た

と

わ

か

る

。
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二
、

雷

斧

考

1
、

広
義

の
雷

斧

『
和

漢

三
才

図
会
』
天

象

類

・
雷
斧

の
条

に
い
う
。
雷
斧

、
雷
碪

、
雷
槌

、

雷

楔

、

雷

鑽

、

雷

環
、
雷
珠

、
以
上

数
種

類

が
あ

る
。



『
本

草

綱

目

』

(
石

類

・
霹

靂

碪

)

は
次

の

よ

う

に

い

う

。

雷

斧

と

は

、

銅

鐵

で

つ
く

っ
た

き
ぬ
た

斧

の

よ

う

な

も

の

で
あ

る

。

雷

碪

は

碪

に

似

た

紫

黒

色

の
石

で

あ

る

。

雷

槌

は

重

さ

数

斤

あ

る
。

雷

楔

・
雷

鑽

は

長

さ

一
尺

、

い
ず

れ

も

鋼

鉄

の

よ

う

で

、

雷

神

が

も

の

を

劈

い

た

り

、

も

の
を

撃

っ
た

り

す

る

も

の

で
あ

る
。

雷

環

は

玉

の

環

の

よ

う

で

、

雷

神

が

腰

に

つ
け

て

い

る

も

の

で
、

そ

れ

の
遺

落

し

た

も

の

で

あ

る
。

雷

珠

は

神

竜

が

口

に

含

ん

で

い

る

も

の

で

、

そ

れ

の
遺

落

し

た

も

の

で

あ

る
。

夜

に

な

る

と

光

っ
て
、

光

は
室

に
満

ち

る

、

と

。

『
玄

中

記

』

に
、

「
玉

門

関

の

西

に

一

つ
の
国

が

あ

る

。

そ

こ

で
は

山

上

に
廟

を

建

て
、

国

人

は

毎

年

、

雷

の
用

い

る

鑽

を

供

出

し

て

い

る
」

と

あ

る

。

こ

れ

は

誤

り

で
あ

る

。

雷

は

陰

陽

の

気

が

激

し

く

迫

っ

て
音

響

を

発

す

る

と

は

い

え

、

実

に

神

物

が

こ

れ

を

司

っ
て

い

る

の

で

あ

る

。

だ

か

ら

万

物

と

同

じ

よ

う

に
啓

蟄

す

る
。

と

こ

ろ

で
斧

・
鑽

・
碪

・
槌

な

ど

は

ど

れ

も

実

際

に
鋳

造

し

た

も

の

で
あ

る

。

た

と

え
天

に

在

っ
て

は

象

を

成

し

、

地

に
在

っ

て
形

を

成

す

と

は

い

え

、

そ

れ

は

星

が

落

ち

て
石

と

な

り

、

あ

る

い

は

金

石

や
粟

麦

や

毛

血

や

諸

々

の

異

物

を

雨

の
よ

う

に
降

ら

す

も

の

で

あ

っ

て
、

地

に

在

っ
て

こ

の

よ

う

に

き

ち

ん

と

鋳

造

し

た

形

を

成

す

も

の

で

あ

ろ

う

か

。

必

ず

大

虚

の
中

に
神

物

が

あ

っ
て

そ

う

な

る

の

で

あ

る

。

鬼

神

の

道

は

幽

微

で
あ

る
。

誠

に
究

め

る

こ

と

は

不

可

能

で

あ

る

。

(
寺

島

良

安

著

・
島

田

勇

雄

等

訳

注

『
和

漢

三

才

図

会

』
、
東

洋

文

庫

、

一
九

八

五

年

、

一
八

二
頁

)
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李
時

珍

の

『
本
草

綱
目

』

に
対

照
す

れ
ば

、
『
和
漢

三
才

図
会
』

の
引

用

は

、

原

文

そ

の
ま

ま

で
は
な
く
、
少

し
略

し

た
が
、
基
本

的

に
原
文

の
意

に
忠
実

で
あ

る
、

と
わ

か

る
。

山

田
慶

兒
氏

に
よ

る
と
、
「
明

の
李

時

珍

(
一
五

一
八

-

一
五
八

三
)

は
、

従

来

の
本

草

で
は

『
草

木

玉
石
虫

魚
人

部

に
散

見
』
し

て
い
た
人

工
物

七
十

九
種

を
集

め

て
、
巻

三
八

に
器

部

を

設

け
た
。
服
帛

類

二
十

五
種

・
器
物

類

五
十

四
種

、
う
ち

三
十

五
種

が
李
時

珍

の
増
補

に
か

か

る
。

お

な
じ
人

工
物

で
も
、
土
部

の
白

磁

や
古

瓦
磚

な

ど

の
焼

物

類

、

金

部

の
古

鏡

、

古

錢

を

は
じ

め
と

す

る
銅
鉄

器
類

、
そ
れ

に
食

品

の
造

釀
類

は
穀

部

、

乳
製

品

類

は
獣

部

と

、

そ
れ

ま

で
ど

お

り

の
取

り
扱

い
だ

か
ら
、

と
く

に
身

の
回

り

の
衣

服

・
調
度

類

に
独

立

の
位

置

を

あ

た

え

た

こ
と

に
な

る
。
服
帛

.
器
物

は
急
場

の
間

に
合

い
、
『
奇

功
を
奏

す
』

る
と

い
う

の
が

、

そ

の
理

由

で
あ

っ
た
。
今

日
な

ら
躊

躇

な
く
人

工
物

に
入

れ

る

と

こ
ろ

を
、

李

時

珍

が
唯

一
の
例

外

と

し

て
石

部

に
そ

の
ま

ま
残

し

た
も

の
に
、
霹

靂
碪

(
お

よ

び
雷

墨

)

が
あ

る
。

霹

靂

碪

は
雷

斧

と

言

っ
た

ほ
う
が
通

り
が

い
い
だ

ろ
う
。
も

っ
と

も

こ

の
種

の
も

の

は
、

そ

の
形

に

よ

っ
て
、

斧

を

は
じ
め
鑽

・
楔

・
碪

・
丸

・
墨

な
ど

の
語

を
雷

や
霹

靂

の
下

に
付

し

て
呼

ば

れ

た
。

李

時

珍

は

そ
れ
ら
を

ひ

っ
く

る
め

て
霹
靂
石

と

称
し

て
い
る
が

、

こ

こ

で

は
雷

斧

と

総

称

し

て
お

く

こ
と

に
し
よ

う
。

こ
う
し
た
名

称

に
対
応

す

る
、

一
見

し

て
人

工

と

お

ぼ

し

い
形

を

も

つ
に
も

か
か

わ

ら
ず
、
李
時

珍

は
雷
斧

を

あ
く

ま

で
自

然

の

は
た

ら

き

に
よ

っ
て
生

じ

た

も

の
と

信

じ
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て
い
た

の

で
あ

る
。
李
時

珍

だ
け

で
は
な

い
。

た
し

か

に
人

間

の
関

与

を

認

め

る
考

え

か

た
も

な

い
わ
け

で
は
な
か

っ
た

が
、

そ
れ

で
も
雷
斧

は
、

時

代

と

地

域

を

超

え

て
、

ひ

ろ
く

自

然

に

属
す

る
物

と
信

ぜ
ら

れ

て
き

た
。
」

(
『
物

に
対
す

る

1
牡

蛎

・
雷

斧

』
、

『
日
本

研

究

』

〔
国
際

日

本
文

化
研

究

セ

ン
タ

ー
紀

要
〕
第

十

四
集
、
平
成

八
年

七
月

、
二

三
八

.
二
三
九
頁

)

そ
う
す

れ
ば

、
雷
斧

は

た
だ
斧

形

の
道
具

だ
け

で
は

な

く
、

鑽

.
楔

.
碪

.
丸

.
墨

な

ど

を

含

ん

で

い
る

の
で
あ

る
。

こ
う

い
う
雷

斧

に

つ
い
て

い
ろ

い
ろ
な
記
載

が

あ
る

が
、
例
を

み

て
み

よ
う
。

北
宋

の
科
学

者

沈
括

(
一
〇

三
〇

1

一
〇
九

四
)
も
、

『
夢
溪

筆
談

』
巻

二
〇

.
神

奇

に
実

見

談

を

記
し
、
雷

州

の
雷
斧

を

と
り

あ
げ

た
。

世
人
有

得
雷

斧

・
雷
楔

者
、

云
雷
神

所
墜
、

多

於

震

雷

之

下

得

之

。

而

未

嘗

親

見

。

元

豊

中

、
予
居

随
州

、
夏
月

大
雷

震

一
木

折
、
其

下

乃
得

一
楔

信

如

所

伝

。

凡
雷

斧

多

以

銅

鉄

為

之

。
楔

乃
石
耳

、
似
斧

而

無
孔
。
世

伝
雷

州
多
雷

、

有

雷

祠

在

焉

、

其

間
多

雷

斧

.
雷

楔

。

按
図

經
、
雷
州

境

内
雷

・
敬

二
水
、
雷

水
貫
城

下
、

遂

以
名

州
。

如

此

、
則

雷

自

是

水

名

、

言
多

雷

乃
妄

也

。
然
高

州
有
電

白

県
、
乃
是

隣
境
、

又
何

謂
也
。

(
世
人

に
雷
斧

.
雷

楔

を
得

る
者

有

り

て
有

云

う
、
雷
神

の
墜

と
す
所

、
震
雷

の
下

の
於

い

て
之

れ

を

得

る

こ
と

多

し

、

と
。
而
し

て
未

だ
嘗

っ
て
親

し

く

は
見
ず
。
元

豊

中

、

予

は
随

州

に
居

り
、

夏

月

に
大

い

に
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雷

震

し

て

一
木
折

れ
、
其

の
下

に

一
楔

を
得

た

り
、

信

に
所

伝

の
如

し

。

凡

そ

雷
斧

は
多

く

銅

鉄

を
以

っ
て
之

れ
を
為

る
。
楔

は
乃
ち
石

の
み
、

斧

に
似

て
孔

無

し

。
世

に
伝

う

、
雷

州

に
雷
多

く
、
雷
祠

焉

こ
に
在

る
有

り
、
其

の
間

に
雷

斧

・
雷
楔

多
し

。
図
經

を
按

ず

る

に
、

雷

州
境

内

に
雷

・
敬

二
水

有

り
、
雷
水

城

下
を

貫

き

、

遂

に
以

っ
て
州

に
名

つ

く
。

此

の

如

く

ん
ば
、
則

ち
雷

は
自

ら

是
れ
水

名

に
し

て
、

雷

多

し

と

言

う

は

乃

ち
妄

な

り
。

然

る

に

高

州

に
電
白
県

有

り
、

乃
ち

是
れ
隣

境

な
り
、

又
何

の
謂

そ
や
。
)

科
学

者

と
し

て
の
沈
括

は
、
自

ら

の
所
見

で
雷

斧

の
材
料

が
銅

鉄

で
は

な
く

石

で
あ

る

こ
と

を
強

調
し

て
い
た
。

雷

州

の
雷

神
廟

に

つ
い
て
は
、
清

の
屈
大

均

(
一
六

三
七

前

後

在

世

)

の

『
廣

東

新

語

』

巻

六

・
神

語

・
雷
神

が
詳

し

い
記
述

を
残

し

て
あ

と

で
引

く
。

雷

州
英
榜

山
有

雷
神

廟
。

(
中
略

)
堂

後

又
有
雷

神

十

二
躯

、
以
応

十

二
方

位

、

及

雷

公

・

電
母

・
風
伯

・
雨

師
像
。

(中

略
)
六

月

二
十

四
日
、
雷
州

人
必

供
雷

鼓
以

酬

雷

。

祷

而

得

雷

公
之

墨
、
光
瑩

如
漆

、
則
以

治
邪
魅

驚

癇
、

及

書
訟

牒

得

雷

屑

、

或

霹

靂

碪

、

則

以

僻

嬰

子

驚
、
以

催
産
。
霹

靂
碪
、

一
名

雷
公
石

。

(
雷

州

の
英

榜

山

に
雷

神

廟

有

り
。

(
中

略

)

堂

の

後

に
又
雷
神

十

二
躯
有

り
、
以

っ
て
十

二
方

位

に
応

じ
、

雷

公

・
電

母

・
風

伯

・
雨

師

像

に

及

ぶ
。

(
中
略
)

六
月

二
十

四

日
、
雷

州
人

は
必

ず
雷

鼓
を

供
し

て
以

っ
て
雷

に
酬

む

。

祷

り
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て
光
瑩

た
る
漆

如

し
雷

公

の
墨
を
得

れ
ば

、
則
ち

以

っ
て
邪

魅

驚

癇

を

治

し
、

訟

牒

を

書

く

に
及

べ
ば
雷

屑
を

得
、
或

い
は
霹

靂
碪

は
、
則

ち

以

っ
て
嬰

児

の
驚

を
僻

け
、

以

っ
て
産

を

催
す
。
霹

靂
碪

は
、

一
に
雷

公
石

と
名
つ

く
。
)

雷
斧

は

「
邪
魅
驚

癇

を
治

し
」
、

「
嬰
児

の
驚

を
僻

け
」
、
「
産

を
催
す

」
な

ど

の
効

用

が
あ

る
、

と

廣
東

雷
州

の
人

々
は
信

じ

て

い
る
。

南
宋

の
李
石

(
一

一
六

二
前

後
在

世
)

の

『
続
博
物

誌
』
巻

一
は
、

人

間
往

々
見
細

石
、
形
如

小
斧

、
謂
之

霹
靂
斧

、
或

謂
云
霹

靂
楔

。

(
人

間

に
往

々
細

石

を

見

る
、
形

は
小
斧

の
如

し
、
之

れ

を
霹
靂

斧
と

謂

い
、
或

い
は
霹
靂

楔

と
謂
云

う
。
)

と

し

て
、
『
玄
中

記
』
を

引
く
。

南
宋

の
洪
邁

(
一

一
二

三

1

一
二
〇

三
)

の

『
夷

堅

志

』

支

戊

・
巻

九

・
雷

斧

に
は
、

次

の

よ
う
な

小
説

が
あ

る
。

黄

宋
泳
甫

田
人

、
師
憲

状
元
之

従

兄
也
。
幼

時
戯

於

庁

。

正

昼

雲

雨

晦

冥

、

雷
振

轟

轟

、

繞
柱

穿
屋
壁

而

過
。
家

人

意
其

驚
怖
、
争

出
尋

之
、
元

在
戯
処

、
端

坐
無
所

覚

也
。

得

一
斧

、

長

三
寸
、
非
鉄

非
石

、
鑿
小

孔
而
無

柄
。
蓋

雷

神

所

執

、

而

誤

堕

者

。

諸

人

伝

玩
未

巳
、

黄

持
入

内
蔵
之

。
雷
復

至
似

訪
其

物
、
不

可
取
。

俄

頃

開

霽

。

宣

和

間

、

黄

以

童

子

入
京

、
蒙

召
対

、
賜
五
経

。
及
第

仕
、
止

郢
州

通
判
。
斧

至
今

存
。

(
黄
宋

泳

は
甫

田

の
人

、

師

憲

状

元
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の
従

兄
な

り
。
幼

時

庁

に
戯

る
。
正
昼

に
雲

雨

晦

冥

し

、

雷

振

轟

轟

と

し

て
、

柱

を

繞

り

屋

壁
を

穿
ち

て
過

る
。
家
人

、
其

の
驚
怖

を
意

い
、

争

い
出

で

て
之

れ

を

尋

ぬ

る

に
、

元

の

ご

と

く
戯

処

に
在

り
、
端
座

し

て
覚

る
所

無

し
。

一
斧

を

得

た

り
、

長

さ

三
寸

、

鉄

に
非

ず

石

に
非

ず
、
小
孔

を
鑿

つ
も

柄
無

し
。
蓋

し
雷

神

の
執

る
所

に
し

て
、

誤
ち

て
堕

ち

し

者

な

ら

ん
。
諸
人

伝

玩
し

て
未

だ
巳

ら
ざ

る

に
、

黄

、

持

し

て
入

り

て
之

を

蔵

す

。

雷

復

た
至

り

て
其

の
物
を
訪

ぬ
る
が
似

く
、
取

る
可
か

ら
ず

。
俄

頃

に
し

て
開

霽

す

。

宣

和

の
間

、

黄

ひ
き

は
童

子

を

以

い

て
京

に
入

り

、

召

対

を

蒙

り

、

五

経

を

賜

わ

る

。

第

仕

す

る

に

及

び

、

郢

州

の
通

判

に
止

る
。

斧

は
今

に

至

る
も

存

す

。
)

雷

斧

が

知

恵

の
神

力

を

持

っ
て

い

る

と

い

う

民

間

信

仰

か

ら

な

っ
て

き

た

こ

の

小

説

は

、

た

だ

の
虚

構

的

な

も

の
と

は

言

え

な

い

で
あ

ろ

う

(2
)。
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2

、

雷

斧

の
起

源

甲

骨

文

字

に

は

斧

を

「
姻
」

と

書

く

。

『
説

文

解

字

』

に

は

「
斧

は

斫

な

り

。

斤

に

従

ふ

、

父

の
声

。
」

と

あ

る
。

望

は
甲
骨

文
字

の
斤

で
あ
る
。
斤

と

は
、
「
木

を
斫

る
な

り
。
象
形

。
」

(
『
説
文

解

字

』
)

 許
慎

の
こ

の
説

に

つ
い
て
現

代

の
古
文

字
学

者
も

認
可

し

て

い

る
。

つ
ま

り

斤

が
斧

の
形

状

で



あ

る

が

、

こ

の
も

っ
と

も

古

い
斧

は
石

斧

し

か

な

い
。

な

ぜ

な

ら

ば

、

「
斫

、

撃

な

り

」

(
『
説

文

解
字

』
)
、
甲
骨
文

字

に

髻

と

あ
り
、

斤

と

石

に
従

う

の

で
あ

る
。

言

い
換

え

れ

ば

、

斫

と

き

は
、

石

斧

を

持

っ
て
撃

る

の
意

で
あ

る

。

注

目

し

た

い

の
は

、

甲

骨

文

字

の

「
斤

」

の
先

の

「
〈
」

と

「
斫

」

中

の

「
ク
」

な

の

で

あ

る
。

コ
Y

」

(
石

11
石

刀
)

の
甲

骨

文

字

か

ら

わ

か

る

よ

う

に

(徐

中

舒

氏

『
甲

骨

文

字

典

』
、

四

川

辞

書

出

版

社

、

一
九

八

九

年

、

一
〇

三

三

頁

、

参

照

)
、

召

丿
」

(
斤

)

は

錐

体

の
石

斧

、

「
斫

」

の
中

の

「
彦

は
三
角

形

の
石

斧

の
象
形

で
あ

る
。

そ

れ

で
は

、

「
斧

」

の
中

の

「
父

」

は

ど

う

で

あ

ろ

う

。

甲
骨
文

字

に

「盛

(
父
)
と

あ

る
。
郭

沫
若

氏

に
よ
れ

ば
、

こ

の
甲
骨

文

字

は
、

「
金

文

に

b
馬
と

あ
る
、
乃

ち
斧

の
原
型

で
あ

る
。
石

器
時
代

の
男

子

が
石
斧

〔原

注

に
よ

る

と
、

「
`

」

の
形

即

ち
石
斧

の
象
形

〕
を
持

っ
て
操
作

す

る
。

こ
の
故

に
、
孳

乳
が

父
母

の
父

と
な

る
」

(
郭

氏

『
甲

骨
文

字

に
所

見

し
た
殷
代

社
会

』
、
参

照

)
。

こ

の
説

は
古

文
字

学

者

に

一
般

的

に
認

め

ら

れ

て

い
る
し
、
人

類
学

の
世

界
中

の
実

際
調

査
と
考

古
学

に
も

証
明

さ
れ

て
い
た
(3
)。

衆

知

の
よ
う

に
、
石
斧

は
上

古

の
労
働

道
具

で
あ

る
が

、

ま

た

祭

器

と

し

て
も

っ
と
も

重

視

さ
れ

た

の
で
あ

る
。

佐
原
真

氏

に
よ

る
と
、

ニ

ュ
ー
ギ

ニ
ア
東
部

高
地

の

バ
ー
ゲ

ン
山

近

く

に
あ

る

ワ
ギ
谷

.
チ
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ム
ブ

谷

の

石

斧

に

は
、

「
祭

り

の
斧

」

・

「
日
常

の
斧

」

・

「
花

嫁

代

償

の
斧

」

の

三

種

類

が

あ

り

、

現

地

の

言

葉

で

も

、

そ

れ

ぞ

れ

を

よ

び

分

け

て

い

る

。

「
バ
ー

ゲ

ン

山

の

石

斧

」

と

よ

ば

れ

る

の

は

、

こ

の
う

ち

の
祭

り

の
斧

で

あ

る

。

祭

り

の
斧

は

、

激

し

い

仕

事

に

は

使

え

な

い

。

し

か

し

、

サ

ト

ウ

キ

ビ

の

茎

を

切

る

前

に

、

そ

の

上

下

に

刻

み

を

入

れ

る

く

ら

い

の

こ
と

に

は

使

う

こ

と

も

あ

る

。

祭

り

の
斧

は

、

殺

人

、

暴

行

な

ど

の
不

祥

事

の
償

い

に
も
使

う
。

祭

り

の

斧

は

注

意

深

く

作

り

、
派

手

に
飾

る

。

パ

プ

ア

ーー

ニ

ュ
ー

ギ

ニ
ア

に

お

い

て

は

、
石

斧

を

祭

り

の
斧

と

し

て

い

た

社

会

が

、
鉄

斧

を

用

い
始

め

て

か

ら

し

ば

ら

く

は

、

鉄

斧

を

祭

り

の
斧

と

し

て
使

っ
た

。

し

か

し

、

鉄

斧

が

普

及

す

る

と

、

鉄

の
祭

り

の
斧

を

用

い

な

く

な

っ
た

。

祭

り

の
斧

は

、
太

平

洋

の
島

々

に
も

広

く

分

布

し

、

美

し

い

半

透

明

の
大

き

な

斧

身

に
き

れ

い
な

柄

を

付

け

、

飾

の

ふ

さ

を

付

け

る

な

ど

し

て

い

る

(
図

一
)
。

一
方

、

パ

プ

ア

ー1

(図一)佐 原真氏 『斧の分化史』より

一11一



ニ

ュ
ー
ギ

ニ
ア
で
は
、

手

で
持

て
な

い
よ

う
な
重

く
大

き

な

祭

り

の
斧

を
作

っ
た
り
、

斧

身

の

た
め

に
よ

い
石

の
材
料

が
入

手

で
き

な

い
た
め
、
代

わ

っ
て
木

で
斧
身

を

つ
く

る
例

も
あ

る
。

北

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

で
は
、

青

銅

器

時

代

の
遺
物

と

し

て
、
先

の
粘

土

を
芯

と

し
た
青

銅

の
祭

り

の

斧
と

同

じ
形

の
斧

を

持

つ
左

右

相
称

に
二
人
並

ん

だ
男

の
小

像

(
図

二

)

が

知

ら

れ

て

い

る
。

二
人

と

も
長

い
触
角

の
よ

う

な

左

右

一
対

の
飾

り

を
付

け

た

か

ぶ
と
を

か

ぶ
り
、
右

の
男

は
左

手

に
、
左

の
男

は
右

手

に
祭

(図 二)祭 りの斧 いろ いろ[BECKER:1976],[JANKUHN1973]

佐 原 真氏 『斧 の文化史』よ り
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(図三)金 ・銀の双刃斧 と斧を立てる台[EVANS1921]

(図四)双 刃斧の祭 り

佐原真氏 『斧の文化史』より
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の
斧

を

持

っ

て
坐

っ
て

い

る
。

北

ヨ

ー

ロ

ッ
パ

で
神

を

人

の

姿

と

し

て

表

現

し

た

最

古

の

も

の

と

も

い

わ

れ

る

。

と

す

れ

ば

、

斧

を

持

つ
こ
と

が

、

特

定

の

神

を

示

し

て

い

る

こ

と

に

な

り

、

斧

は

神

の
象

徴

と

い
う

こ
と

に

も

な

る

。

ギ

リ

シ

ア

の

ク

レ

ー

タ

島

の

ミ

ノ

ス

文

明

(
前

二

〇

～

一
五

世

紀

)

で

は
、

金

・
銀

の
双

刃

斧

を

祭

壇

に

祭

っ

た

。

そ

の

祭

壇

も

社

も

、

ま

た

斧

を

た

て

る
台

も

見

つ
か

っ
て
お

り

(
図

三

)
、

ま

た

ミ

ノ

ア

の

王

ハ
ギ

ア

ーー

ト

リ

ア
ダ

の
石

棺

に

は
、

双

刃

斧

を

祭

っ
た

情

景

(
図

四
)

を

描

い

て

い

る

。

西

ア

ジ

ア

で

は

、

ギ

リ

シ

ア

神

話

の

ゼ

ウ

ス

に
相

当

す

る

ラ

ブ

ラ

ン
ダ

神

を

象

徴

し

て

い

る
、

と

い

う

。

民

族

例

に

よ

れ

ば

、

祭

り

の

石

斧

に

は

、

い

ろ

い

ろ

の
も

の
が

あ

る
。

1

、

斧

の

身

に

は

、

実

用

の

斧

に

は

利

用

し

な

い

美

し

い

石

を

使

う

場

合

、

実

用

の
斧

に
も

通

ず

る

石

を

使

う

場

合

、

実

用

の

斧

に

は

む

か

な

い

軟

ら

か

い
石

を

使

う

場

合

、

石

に
代

わ

っ
て
木

を

使

う

場

合

が

あ

る

。

2

、

斧

の

身

に

は

、

実

用

の

斧

と

変

わ

ら

な

い
形

・
大

き

さ

を

そ

な

え

る
場

合

と

、

扁

平

に

作

る

、

特

に
長

大

に
作

る

な

ど

、

実

用

に

は
向

か

な

い
身

を

そ

な

え

る
場

合

と

が

あ

る

。

3

、

祭

り

の
斧

と

し

て

大

切

に

あ

つ
か

い
、

実

用

に

は

使

わ

な

い
実

例

の

ほ

か

に
、

実

用

に

も

使

う

場

合

も

あ

る

の

で

、

使

用

痕

跡

を

と

ど

め

る

こ
と

も

あ

り

う

る

。

4
、

柄

に
付

け

、

そ

の
柄

を

に

ぎ

や

か

に
飾

る

こ

と

が

多

い

一

方

で
、

柄

に

は
付

け

ず

に
、

斧

身

の

み

を

祭

り

の
斧

と

し

て

用

い

る

こ

と

も

あ

る

。

こ

の

よ

う

に

見

て

く

る

と

、

縄

文

時

代

の
石

斧

の
中

か

ら

、

祭

り

の

斧

を

探

す

こ

と

も

、

そ

う

難

し

く

は
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な

い
。
有

力
候

補

の
第

一

に
あ

が

る

の
は
、

秋

田
県

上

掵
遺

跡

で
み

つ
か

っ
た

四
本

の
磨
製
石
斧

(図
五
)

で
あ

る
。

こ
れ

と

似

た
巨

大

な
石
斧

は
、

岩

手

県

日

戸

遺
跡

(
四
七

・

一
㎝
)

や
北

海
道

函
館

市

内

(
三

九

・
七

㎝
)
か

ら

も

み

つ

か

っ
て
お
り
、
共

に
祭

り

の
斧

の
候

補

で
あ

る

。

こ

れ

ら

の
大

き
な
石

斧

で
想

い
お

こ
す

の
は
、

朝

鮮

半

島

の
石
器
文

化

(
櫛

紋

土

器
文
化

、
櫛
目

紋

土

器

文

化

)

の
共

同
墓

地

に
数

多

1～4秋 田県上掵遺跡

5新 潟県三仏生遺跡

6韓 国,厚 浦里 遺跡[国 立 慶

州博物館1991]

(図五 ・六 ・七)巨 大な祭 りの斧

佐原真氏 『斧の文化史』より
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く

の
大

き

な

石
斧

が

捧

げ

ら

れ

て

い

る

事

実

で
あ

る
。

韓

国

慶

州

に
近

い
蔚

珍

郡
厚
浦

里
遺

跡

で
は
、
円

い
穴

(径

四

m
)

に
人

骨

に
重

な

っ
て
石

斧

(
長

さ

二

〇

～

五
〇

㎝
)

一
三
〇

点

が

み

つ
か

っ
て

い
る

(図

六

)
。
縄

文

の
祭

り

の
斧

の
も

う

一
つ
の
候

補

は
、

新

潟

県

三

仏

生

遺

跡

(
縄
文

時
代

後
期
)

の
双

刃
石
斧

(
長

(図八)鶴 魚石斧圏

『中原分物』一九八五年第一期より

 

さ

二
三

・
二

㎝
)

で
あ
る

(図

七
)
。

こ
れ

は
、

柄

を
付

け

な

い
祭

り

の
斧

で

は
な

い
か

。

(
佐

原
氏

『
斧

の
文

化
史
』
、
参
照

)

中

国

の
場

合
、
祭

り

の
石

斧
と

副
葬

品

の
石
斧

は
、

約

六
～

七

千

年

前

の
新

石

器

時

代

に
遡

る

こ
と
が

で
き

る
。

一
九
七

八
年
十

一
月

、
河
南
省

臨
汝

県

の
閻
村

の
仰

韶

文

化
晩

期

に
ぞ

く
す

る
遺

跡

か

ら
、

す

ぐ
れ

た
彩
陶

器
絵

(図

八
)
が
発

見

さ
れ

た
。

考

古

学

者

は

こ

の
彩

陶

器
絵

を

『
鸛

魚

石

斧

図
』

と
名
付

け

て
い
る

(『
中
原

文
物
』

一
九

八

一
年

第

一
期
所

収

『
臨

汝

閻
村

新

石

器

時

代

遺

址

調
査
』
、
参

照
)
。
鸛

と
魚

の
祭
祀

の
意
義

は
別

論

に
触

れ

た

い
が

、

こ

の
中

の
石

斧

は
祭

祀
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の
道

具

で
あ

る

に
ま
ち
が

い
な

い
。

陜

西
省

の
仰

韶
文
化

前
期

(
約
七

千
年
前

)

に

ぞ
く

す

る
北
首

嶺

遺
跡

で
は
、

一
九

七

七

年

の
調

査

で
発
掘

し
た

二

一
の
墓

の
う
ち

四
号
墓

か

ら
、

四
十

才

前

後

の
男

に
鉞

と

み

ら

れ

る
有

孔
石
斧

と

八
十

六
本

の
骨
製

の
矢

尻

(
骨
鏃

)
が

発

見

さ

れ

た
。

ま

た
、

中

心

広

場

に
あ

る
墓

地
を
部

分

的

に
発
掘

し
た
三
十

九

の
墓

の
う

ち
、
十

一
号

墓

の
二
十

五
才

前

後

の
男

に
、

同

じ

く
有

孔
石
斧

と

二
十

八
本

の
骨

鏃

が
副

え

て
あ

っ
た
。

(中

国
社
会

科
学

院
編

『
宝
鶏

北

首

嶺

』
、

文

物
出

版
社

、

一
九

八

三
年
、
参

照
)

こ
ん
な

石

斧

は

、

す

べ

て

の
男

で
は

な
く

、

村

の
指

導

者

と

よ

ぶ

に
ふ
さ
わ

し

い
限

ら
れ

た
男

だ
け

が
持

っ
た

ら

し

い
。

陝

西

省

姜

寨

遺

跡

で

は
、

一

五
九
号

墓

の
八
～

九
才

の
男

に
同
種

の
有

穴
石

斧
を

副

え

て
お

り
、

幼

く

し

て
、

す

で

に
将

来

を
約
束

さ
れ

て
い
た

こ
と
を
推

測

さ
せ

る
。

(岡

村
秀

典
氏

「
中

国
新

石
器

時
代

の
戦

争

」
、

『
古

文

化
談

叢
』
第

三
〇

集
下

、
参

照
)

柳
湾

馬
場

類
型

(
西
北

の
青
海

と
蘭

州

の
あ

た
り

に
分
布

し

て

い
て
、

約

四
千

年

前

の
新

石

器
時
代

の
遺

跡
)

の
墓
葬

の
統
計

に
よ

る
と

、
五

十

三
所

の
男

性

墓

主

は
、

四
十

五

所

の
副

葬

品
が
斧

・
鎔

・
鑿

で
あ

り
、
紡
績

用

の
紡
輪

が
八

所

し

か

な

い
。

こ
れ

に
対

し

て
、

三

十

一
所

の
女
性

の
墓

主

は
、
二
十

八
所

が
紡
績

用

の
紡

輪

で
あ

る
。

当

時

は
男

性

が
農

耕

、

女

性

が
紡

績

と

い
う

「
男

耕
女

織
」
社
会

分
別

が

は

っ
き

り

し

た

と

い
う

こ
と

が
わ

か

る
。

ま

た
長

江
流
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域

の
新

石

器
時
代

遺
跡

の
調
査

か

ら
も

わ
か

っ
た

よ
う

に
、

南

京

北

陰

陽

営

一
四
五

号
墓

の
副

葬

品

の
総
数

は

二
五
件

で
あ

る
が
、

そ

の
中

に
石
斧

は

一
八
件

を
数

え

た
。

(
中

国

社

会
科

学

院

考

古
研

究
所

編

『
新

中
国

の
考
古

発
見

と
研
究

』
、
文

物
出

版
社

、

一
九

八

四
年

、
参

照
)

石
斧

は
祭

祀

の
道
具

で
あ

る
と
と

も

に
、
男

性

を
祭

祀

す

る
或

い

は
男

性

の

シ

ン
ボ

ル

で
も

あ

る
。

こ
れ

は
中
国

新
石

器
時
代

の
石
斧

を
検

討

す

る
と

き
、

忘

れ

て
な

ら
な

い
ポ

イ

ン
ト

で

あ

る
。

3
、

男
性

器
と

石
斧
と

雷
神

次

の
図
九

を

み

て
み
よ
う
。

こ
れ

は
河
南
省

の
安

陽

(商

・
殷
代

の
遺
跡
?
)

に
出
土

さ

れ
た
玉

製

の
男
性

器

で
あ

る
。

こ

の
中

の
底
辺

頂
上

の
三
角
形

と
回
形

紋

の
模
様

に
注

目

し

た

い
。

一
九

二
〇
年
代

、

ス
ウ

ェ
ー

デ

ン
の
考

古

学

者

安

特
生

(
中

国
名
)

は
河
南

省
漏
池

県

仰

韶

村

に

五
千
年

前

の
陶
製

男
性

器
を

四

つ
発

見

し

た
。

二

(図九)玉 製男性器

葉舒憲氏 『詩経の文化

閲釋』より
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つ
は
椎

体

(図

十
)

で
あ

る
が

、

も

う

二

つ
は
底
辺

頂
上

の
三
角
形

(
図
十

一
)

に
似

て
い

る
。

(
葉

舒

憲

氏

『
詩

經

の

文

化

闡

釋

』
、

湖

北

人

民

出

版

社

、

一

九
九

四
年

、
六

一
〇
頁

、
参

照
)

前

述

し

た

よ

う

に
、

甲

骨

文

字

の

「
ゴ

(斤
)
は
錐
体

の
石
斧
、
吻

」

の
中

の

「
7
μ
」

は

三

角

形

の
石

斧

の

象
形

で
あ

る
。

そ
う
す

れ
ば

、

玉

製

男

性
器

の
中

の
三
角

形

は
ま

ち
が

い
な

く

(図十)椎 体陶製男性器

(図十一)三 角形陶製男性器

葉舒憲氏 『詩経の文化

闡釋』より

石
斧

の
象

形

で
あ

ろ
う
が
、

そ

の
中

の

「
9

」

(
回
形

紋
)

は
雷

(神

)

の
シ

ン
ボ

ル
で
あ

る
。

 (拙
文

「
『
回

』

・

『
S

』

・

『
瓠

』

の
神

話

学

と

宗

教

学

の
考

察

」
、

上

田

正

昭

氏

編

『
古

代

日

本

と

渡

来

文

化

』

所

収

、

学

生

社

、

一
九

九

七

年

五

月

出

版

予

定

、

に

詳

し

い
)
。

こ

れ

は

ほ

ん

と

う

に

意

味

深

い

問

題

で
あ

る

。

と

い

う

の

は

、

男

性

器

と

石

斧

と

雷

神

と

は

こ

こ

に

一
体

に
な

っ
た

の

で
あ

る
。

後

漢

の
劉

煕

の

『
釋

名

・
釋

用

器

』

に

「
斧

、

甫

也

。

甫

、

始

也

。
凡

将

製

器

、
始

用

斧

伐

木

、
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巳

乃
製

之
也

(
斧

は
甫

な
り
。
甫

は
始

め
な

り
。

凡

そ
器

を

製

す

な

ら
、

始

め

て
斧

を

用

い

て

木

を
伐

る
、

巳

に
乃
わ

ち
之

を
製

す
な

り
)
。
」

こ
れ

に
対

し

て
、

畢

況

が

『
士

冠
礼

』

鄭

玄

の

さ

注

を
引

い

て
い
う
、
「
甫

、
今
文

作
斧

、
斧
甫

字

通

(
甫

を
今
文

に
よ

っ
て
斧

と
作

れ

る
、

斧

と

甫

の
字

は
通

じ
る
)
。
」

(
王
先
謙

『
釋
名

疏
証

補
』
巻

七

の
引
、

上
海

古

籍

出

版
社

、

一
九

八

九

年

、
参

照
)

清

の
都

懿
行

(
一
七

五
七

-

一
八

二
五
)

の

『
尓

雅
義

疏

』

に

は

「
甫

者

、

男

子

之

美

称

、

美
大

義
近

、
故
又

為
大

(
甫

は
男
子

の
美

称
な

り

、

美

と

大

の
義

は
近

い
、

故

に
又

、

大

と

為

る
)
。
」

と
あ

る
。
『
詩

經

・
大
明

』

の

「
維

師
尚

父
」

に

つ
い

て
、

『
詩
經

正
義

』

は
前

漢

の
劉

向

の

『
別
録
』

を
引

い
て

い
う
、
「
師
之

、
尚
之

、
父
之

、
故

日
師
尚

父

、

亦

男

子

之

美

号

(
師

に

之

き
、
尚

に
之

き
、
父

に
之

き
、
故

に
師
尚

父

と

日
う
、
亦

た
男

子

の
美

号

な

り
)
。
」

さ
ら

に
、
近

人
王

国
維

は

つ
ぎ

の
よ

う

に
い
う
。

女

子
之

字

日
某
母

、
犹
男

子
之

字

日
某
父

。
案

『
士

冠
礼
』
、

「
男
子

之

字

日
伯

某

甫

、
仲

叔

李

惟
其

所
当

。
注
云
、
甫

者
、
男

子
之

美
称

。
」

『
説
文

』
甫
字

注
亦

云
、
男

子
美

称
也

。
然
経

典

男
子

之
字
多

作

某
父
、
彝

器

則
皆

作
父
、
無

作
甫

者
。
知

父
為

本

字
也
。

男

子
字

日
某

父

、

女

子
字

日
某

母
。
蓋

男
子
之

美

称
莫

過
于

父
、

女

子
之

美

称

莫

過

于

母

。

男

女

既

冠

笄
、

有

為
父

母
之
道

、
故

以
某
父

某
母

字
之

也
。
漢

人
以
某

甫
之

甫

以

且
字
。

(
女

子

の
字

は
某

母

と
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日
う
、
男

子

の
字

は
某

父

と
日

う
犹

く
。
案
ず

る

に

『
士

冠
礼

』
、

「
男

子

の
字

は
伯

某

甫

と

日
う
、
仲

叔
季

惟
其

の
所

に
当

た
る
。
注

云

う
、
甫

は
、
男
子

の
美
称

な

り
」

と

。

『
説

文

』

甫

の
字

の
注

は
亦

た
云

う
、
「
男

子

の
美

称

な

り
」

と
。
然

し
経
典

に
男

子

の
字

多

く

某

父

と

作

す
、
彝

器

に
則

ち
皆

父

と
作
す

、
甫

と

作
す
者

無

し
。

(
故

に
)

父

は
本

字

と

為

る
な

り

と

お
も
う

知

る
。
男

子

の
字

は
某

父

と
日

う
、
女
子

の
字

は
某

母

と

日
う

。

蓋

に
男

子

の
美

称

は
父

に

過

ぎ

る
莫

し
、
女

子

の
美
称

は
母

に
過

ぎ

る
莫

し

。

男

女

は
既

に
冠

笄

を

し

て
、

父

母

の
道

よ

と

為
す
有

る
、
故

に
以
某

父
某

母

の
字

を
以

て
之

ぶ
な

り
。

漢

人

は
某

甫

の
甫

を

以

て
且

の

字

と
以

す

(
『
女

字
説

』
、
『
観

堂

集
林
』

巻
三
所

収
、
中

華
書

局
、

一
九

五

九

年

、

一
六

四

・

一
六
五
頁

)

な

王
氏

の
言

っ
た

「
漢
人

は
某
甫

の
甫

を

以

て
且

の
字

と

以
す
」

の

「
且
」
を

み

て
み

よ
う
。

甲

骨
斈

に

宜

L
を

「
倉

」
、

「
倉

」
、

「
0

娃

、
「
玄

」
と

書

い

て
い
る
。

『
説

文

解

字

』

に

「
且
、

所

以

薦

也

。

従

几

、

足

有

二

横

、

一
其

下

地

也

(
且

は

所

以

に
薦

な

り

。

几

に

従

う

、

足

二

つ
横

あ

り

、

一

つ
は
其

の
下

地

な

り

)
。
」

清

の
段

玉

裁

の
注

は

い

う

、

う

け

か

「
所

以

承

籍

進

物

者

(
所

以

に

承

籍

り

て
進

物

す

る

者

な

り

)
。
」

徐

中

舒

氏

は

『
説

文

解

字

』

を

受

け

て
、

『
上

古

、

肉

を

且

の
上

に
置

い

て

、

祖

先

を

祭

る

。

故

に
祖

先

を

且

と

称

す

る

。

あ

と

は
祖

に
な

っ
た

。
」

と

い

う

。

(前

出

、

徐

氏

『
甲

骨

文

字

典

』
、
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一
四
九
〇
頁

)

こ
れ

に
対

し

て
、
郭
沫

若
氏

は

「
且
」

の
本

義

が

男

性

の
性

器

で
あ

る

、

と

認

め

る
。

(
『
釋

祖
妣

』
、
『
郭
沫

若
全
集

・
考

古

編
』
第

一
巻

所
収

、
参

照
)

フ
ラ

ン

ス
の
漢

学

者
葛
蘭

言

氏

(中

国
語

訳
名

)

や
高

本

漢

氏

、

中

国

の
凌

純

声
氏

な

ど

も

漢
字

の

「
祖

・
社

」

の
初
形

が
性

器
崇
拝

の
直

接

な

表

現

で
あ

る
、

と

認

め

る

(
津

田

逸

夫
氏

訳

『
中

国
宗

教
』
、
河
出

書
房

、
昭
和

十

八
年

、

凌

純

声

氏

『
中

国

祖

廟

の
起

源

』
、

台

湾

中

央

研
究

院

『
民
族
学

研
究

所
集

刊
』
第

七
期

、

一
九

五
九
年

、
参
照
)

ど

っ
ち

が
た
だ

し

い

の
か
。
結

論

を
出

す
前

に
、

「
且
」
と
相

関

す

る
考
古

実

物

と

民

俗

調

査

の
例

に
触

れ

て
み
よ

う
。

前
文

に
挙

げ

た
安
陽

で
出
土

さ
れ

た
玉
製

の
男

性

器

と
河

南

省

縄

池

県

仰

韶

村

の
五

千

年

前

の
陶

製
男

性
器

を
見

る
と
、
あ

ま

り

に
も
甲
骨

文
字

の

「
倉

」

「
倉

」

(
且
)

に
似

て

い

る
が
、

日
本

の
石

器
時

代

の
石

棒

(
図
十

二
)

や
神
社

の
男
性

器

に
象
徴

す

る
実
物

(
図
十

三
)

な

ど
も
、

「
且
」
即

ち
男
性

器

の
象

形

の
説
を

証
明

し

て
い
た
、
と
言

っ
て
よ

い

で
あ

ろ
う
。

と
す

る
と
、

「
且
」

(
祖
)

目
男
性

器

11
父

↑

斧

"
父
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↑

斧

"

甫

11

始

と

ま

と

あ

る

こ

と

が

で
き

る

。

な

に

ゆ

え

「
且
」

(祖

11
男

性

器

)
と

斧

(
11

父

)

と

は

一
体

に

な

っ
た

の

か

。

前

述

し

た

よ

う

に

、

上

古

社

会

で

は

石

斧

は

男

の
特

有

の

も

の

で
あ

る

か

ら

。

し

か

し

な

が

ら
、

玉

製

の
男

性

器

の
中

の

「
9

」

(
回

紋

模

様

)

ー
雷

は

、

「
且

」

と

父

11

斧

と

の
関

連

を

解

明

し

な

け

れ

ば

、

問

題

は

解

決

で
き

な

い
、

と

お

も

う

。

原

始

民

の

「
神

」

と

い

う

概

念

は

、

雷

神

を

「
世

界

と

万

物

を

創

っ
た

」

(
フ

レ

イ

ザ

ー

氏

『
金

枝

』

よ

り

)

最

高

の

天

神

と

し

て
祭

祀

す

る

こ
と

と

と

も

に

出

現

し

た

、

と

考

え

る

こ
と

が

で

き

る

(
詳

細

は

拙

文

『
日

中

両

日本石器時代の性的土製品

北海道後志国余市郡余市町出土 清水謙次 「男女生殖器を示し

且つ同時に交接を意味する日本石器時代土製品」(考古学雑誌,

第15巻 第3号,大 正14年 所蔵)

(図十 二)西 岡秀雄氏 『性神大成』、妙義出版 よ り
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日本石器時代石棒(西 岡研究所)

1,栃 木県 下都郡 稲葉村出土

2.福 島県 岩瀬郡 須賀川出土

3.東 京都大田区田園調布4丁 目出土

栃木県足利郡三和村板倉神社境内の石棒

(川島守一氏原版)

東京都大田区園調布鵜木町光明寺蔵宝の石棒

(雷槌と伝う)

(図十三)西 岡秀雄氏 『性神大成』妙義出版より
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民
族

の
雷

神
思

想

の
源
流
』

そ

の
二

〔『
日
本

研
究

-
国

際

日
本
文

化
研

究

セ
ン
タ

ー
紀

要

』

第

十

五
集

〕

に
述

べ
た
)
。

孔

子

の
作
と

言

わ
れ

る

『
周
易
説

卦
伝
』

は

い
う
、
「
帝

は
震

に
出

て

(
中

略
)

万
物

は
震

に

出

づ
。
」
震

は
即

ち
雷

(
『
説
文

解
字
』

に

「
震

は
霹
靂

の
物

な

り
。
靈

は
籀
文
震

な

り
」
)
。
帝

は

即
ち
上

帝

・
天

神

で
あ

る
。

「
釆
」
が

甲
骨
文

字

の
帝

で
あ

る
。

こ
の
字

に

つ
い

て
諸
説

が
あ

る

が
、
葉

玉
森

氏

の

「
米
」

は
奈

〔燎

〕

の
形

で
あ

る
」

(
『
殷

虚
書
契

前
編

集
釋
』
、

一
九

三
二
年

、

三

二
頁

、

参

照
)

説

に

注

意

し

た

い
。

『
周
礼

・
春
官

・
大

宗
伯

』

は
い
う
。

以
煙

祀

昊
天

上
帝
、

以
実
柴

祀

日
月

星
辰

、
以

樮

燎

祀

司

中

司

命

、

風

師
、

雨

師

(
煙

を

以

て
昊
天

上

帝
を

祀

る
、
実

柴
を

以

て
日
月

星
辰
を

祀

る

、

樮

燎

を

以

て
司

中

司
命

・
風

師

・
雨

師

を

祀

る
)
。
「
煙
之
言

煙
。
周

人
尚
臭

、
煙
氣

之
臭

聞
者

。
樮
、
積
也

。

詩

日
、

『
荒

荒

械

朴

、

薪

之
樮

之

。
』

三
祀
皆
積

柴
実

牲
体
焉

。

(煙

を

煙

と

言

う

。

周
人

臭

さ

を
尚

す

、

煙

氣

の
臭

さ
を
聞

く
者

故

な

り
。
樮

は
積

な

り
。
詩

曰
く

、

『
荒

荒
械

朴

、
薪

之

樮
之

。
』

と
、

三

祀
皆

積

柴
実

牲

の
体

な
り
焉

)
」

と
、
鄭

玄

は
注

し
た
。

「
樮

、
積
木

燎
之

也
、
従

木
火

、
酉

声
。

(
中
略
)

晒
、
樮

或
、
従

示
、
柴
祭
天
神
也
。
」
(木

は
、
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木

を

積

み

て
之

を

燎

す

る
也

、

木

火

に
従

ふ

、

酉

の
声

。

(
中

略

)

酉

、

木

の

或

な

り

、

示

に

従

ふ
、

柴

し

て
天

神

を

祭

る
也

。
)

と

、

『
説

文

解

字

』

(
段

玉

裁

注

『
説

文

解

字

』

よ

り

)

は

言

う

。実

は

燎

祭

を

行

な

っ
た

の

は
周

人

ば

か

り

で
は

な

く

、

殷

人

も

燎

祭

を

盛

ん

に

や

っ

た

。

(?

)

子

卜

、

(?

)

貞

、

王

令

河

、

沈

三

牛

、

燎

三
牛

、

卯

五

牛

。

王

固

日

、

丁

其

雨

。

九

日

丁

酉

允

雨

。

(
甲

骨

・

一
二

九

四

八

・
正

よ

り

)

既

川

燎

、

有

雨

。

(
甲

骨

・
二

八

一
八

○

よ

り

)

癸

巳

貞

、

其

燎

十

山

、
雨

。

(
甲

骨

・
三

三

二

三

三

・
正

よ

り

)

己

亥

ト

、

我

燎

、

有

雨

。

(
甲

骨

・

一
二

八

四

三

・
反

)

甲

骨

文

字

に

は
殷

人

の

燎

祭

を

こ
ん

な

に

は

っ
き

り

記

載

し

て

い

る
。

青

銅

器

の
牛

尊

(
写

真

二

、

(写真二)殷(商)代 の青銅牛尊

(上海博物館蔵、筆者の撮影)

一26一



上

海

博

物

館

蔵

)

は
殷

人

の
燎

祭

の
祭

器

で

あ

ろ

う

。

こ

の

燎

祭

は

人

を

犠

牲

と

し

て

行

な

っ
た

こ

と

も

あ

る

。

有

名

な

「
商

(
殷

)

湯

乞

雨

」

(
『
呂

氏

春

秋

・
順

民

』
)

の
記

載

か

ら

そ

の
残

酷

な

人

祭

が

推

知

で

き

る

。

晋

の
千

宝

(
?

～

三

一
七

)

の

『
捜

神

記

』

巻

十

三

に

は

燎

祭

を

も

記

載

し

て

い

る

。

樊

東

之

口
有

樊

山

。

若

天

旱

、

以

火

焼

山

、

既

至

大

雨

。

今

往

有

験

(
樊

東

の

口

に

樊

山

有

り

。

若

し

天

旱

り

な

ら

、

火

を

以

て
山

を

焼

く

、

既

に
大

雨

至

る

。

今

往

験

有

る

)
。

帝

は

い

ろ

い

ろ

な

神

力

が

あ

る

が

、

降

雨

は

そ

の

ひ

と

つ
の

、

人

間

社

会

と

密

接

な

関

係

が

あ

る
神

力

で
あ

る

。

「
帝

不

令

雨

(
帝

は

雨

〔が

降

る

こ

と

〕

を

令

せ

ず

)
」

(
『
ト

辞

通

纂

』
、

三

六

五

)
、

と

す

れ

ば

、

旱

魃

に
な

る

。

こ

の
と

き

、

燎

祭

を

行

な

っ
て
、

帝

に

雨

が

降

る

こ

と

を

令

す

る

の
を

祈

る

。

甲

骨

文

字

の
記

載

か

ら

わ

か

る

よ

う

に

、

燎

祭

は

す

く

な

く

と

も

殷

代

か

ら

始

ま

っ
た

の

で

あ

る
。

な

ぜ

燎

祭

を

行

な

う

と

、

「
今

往

験

有

る

」
、

帝

は
雨

が

降

る

こ
と

を

令

す

る

の

か

。

周

代

の
中

・
後

期

に
編

纂

さ

れ

、

そ

の
前

す

で

に

流

行

っ
て

い

た

、

も

っ
と

も

古

い
伝

承

で

あ

る

『
易

』

は

、

つ
ぎ

の

よ

う

に

い

う

。

コ
一≡

匚

(
震

下

震

上

)

震

、

亨

。

(略

)

震

は

即

ち

雷

、

亨

は

即

ち

通

順

、

こ
れ

は

通

説

の

解

釈

で
あ

る

。
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『
説

卦

伝

』

は

い
う

。

震

為

雷

、

為

龍

、

為

玄

黄

、

(中

略

)

離

為

火

、

為

日

、

為

電

、

〔
略

〕

(
震

を

雷

と

為

し

、

龍

と

為

し

、

玄

黄

と

為

し

、

〔中

略

〕

離

を

火

と

為

し

、

日

と

為

し

、

電

と

為

し

、

〔
略

〕
)

こ
れ

は

「
八

卦

」

(
天

・
地

・
山

・
澤

・
雷

・
風

・
水

・
火

八

種

類

の
物

の

シ

ン

ボ

ル
)

の

出

た

ま

で

に
、

原

始

人

の
世

界

本

源

に

つ
い

て

の

認

識

論

と

い

わ

れ

る

も

の

で
あ

る

。

中

国

古

代

哲

学

者

厖

朴

氏

は

こ

れ

に

つ
い

て

つ
ぎ

の

よ

う

に

論

じ

て

い
た

。

こ

の

八

種

類

の
物

(
八

卦

)

中

、

火

と

雷

は

も

と

も

と

互

い

に

通

じ

て

"

る

の

で
あ

る

。

『
左

伝

・
僖

公

十

五

年

』

に

つ
ぎ

の

記

事

が

あ

る

。

晋

献

公

が

伯

姫

を

秦

に
嫁

ぐ

こ

と

を

占

う

と

き

、

『
帰

妹

』

(卦

五

十

四

)

「
=
≡

匚

は

『
癸

』

(卦

三

十

八

)

「
二
≡

匚

に
行

き

、

『
帰

妹

』

の
上

卦

「
震

」

は

『
癸目

』

卦

の
上

卦

「
離

」

に

変

わ

っ
た

こ

と

に
会

っ
た

が

、

史

蘇

が

占

っ

て

曰

く

、

「
震

之

離

、

亦

離

之

震

、

為

雷

為

火

(
震

、

離

に
之

き

、

亦

離

、

震

に

之

く

。

雷

と

為

し

火

と

為

し

)
」

と

。

つ
ま

り

卦

名

か

ら

い

う

と

、

震

は

震

(
震

11

雷

)
、

離

は

離

(
離

"

火

)

で
あ

り

、

両

者

は

相

違

し

て

い

る

が

、

両

者

の

象

徴

し

て

い

る

物

即

ち

卦

像

か

ら

見

れ

ば

、

「
震

之

離

、

亦

離

之

震

」
、

違

う

こ
と

は

と

ん

で
も

な

い
、

「
為

雷

為

火

」
、

基

本

的

に

同

じ

も

の

で
あ

る

。

(
『
八

卦

卦

像

と

中

国

上

古

万

物

本

源

説

』
、

周

振

甫

氏

『
周

易

訳

註

』

の
引

、

中

華

書

局

、

一
九

九

一
年

、

七

頁

)
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こ

の
説

は
正
し

い
と

お
も

う
。
中

国
神
話

中

の
雷
神

と
火

神

は
分

け
ら

れ
ず
、
同

一
性

を
持

っ

て
い
る
。

つ
ぎ

の
古
典

の
記
載

を

み

て
み
よ
う
。

炎

帝
氏

以
火
紀

、
故
為

火
師

而
火

名

(炎

帝

氏

は
火

を

以

て
紀

す

、
故

に
火

師

と
為

り

て

火
も

て
名

つ
く
)
。

(
『
左
伝

・
昭
公
十

七
年

』
)

炎

(
あ

る
底

本

に
黄

と

さ
れ

る
)
帝

作
鑽

燧

生

火

。

炎

〔黄

〕

帝

作

り
燧

を
鑽

り

て
火

を

生

じ

(
『
管

子

・
軽

重
篇

第

八
十

四
』
)

昔

少
典

娶
于
有

嬌
氏

、
生
黄

帝

・
炎
帝

。
黄

帝

以

姫
水

成

、

炎

帝

以
姜

水

成

(
昔

少

典

は

う
め

有
嬌

氏

に
娶
り

て
、
黄
帝

・
炎

帝
を

生

り
。
黄

帝

は
姫
水

を

以

て
成

り
、

炎

帝

は
姜

水

を
以

て
成

り
)
。

(国
語

・
晋

語

四
)

黄

帝

と
炎

帝

は
み
な
中

国
西
部

黄

土
高

原

の
部
落

の
首
領

で
あ

る
。

こ
れ

は
史

学

界

に

一
般

的

に
認

あ

ら
れ

て

い
る
が
、
神

話

・
伝

説
中

の
黄

帝

と

炎

帝

は

兄
弟

と

さ

れ

て
い

る
。

黄

帝

は

雷
神

で
あ

り
、
炎

帝

は
火
神

で
あ

る

か
ら
、
雷

神

と

火

神

は

兄
弟

の
内

性

を
持

っ
て

い
る

よ
う

に
な

っ
た
。

神

話

・
伝
説

中

の
も

っ
と
も
典

型

な
雷

神

で
あ

る
祝
融

は
ど

う

で
あ

ろ
う
。

禳
火

于

回
祿

(回

祿

に
禳

り

て
火

〔事
を

払

う
〕
)
。
(
左
伝

・
昭

公
十

八
年

』
)

回
祿

、
火
神

也

(回

腺

は
火
神

な

り
)
。

(
『
国

語

・
周
語
』
韋

昭

の
注
)
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祝
融

亦
能

明

顕
天

地

之

光

明

、

以

生

柔

嘉

材

者

也

(
祝

融

も

亦
能

く

天

地

の
光

明

を

明

〔昭
〕
顕

し

て
、
以

て
嘉
材

を
生

柔
す

る
者

な

り

(
『
国

語

.
鄭
語

』
)

孟
夏

之
月

、

(中

略
)
其

帝
炎

帝
、
其

神
祝

融

(
孟
夏

の
月
、

〔中
略

〕
其

の
帝

は
炎
帝

、
其

の
神

は
祝
融

な

り
)

(『
礼

記

・
月
令
』
)

南
方

之
極

、
自
北

戸
孫

之
外

、
貫

顎
碩
之

国

、

南

至

委

火

炎

風

之

野

、

赤

帝

.
祝

融

之

所

よ

司
者

万

二
千

里

(南

方

の
極

、
北
戸

孫

の
外
自

り
、
額
碩

の
国

を
貫

き
、
南

の
か

た
委

火

炎

風

の
野

に
至

る
。
赤

帝
祝
融

の
司

る
所

の
者

に
し

て
万

二
千
里

な

り
)
。

(
『
淮
南

子

.
時

則

訓

』
)

赤

帝

・
炎
帝

、
少
典
之

子

、
号
為

神
農

、
南
方

火

徳

之

帝

也

(
赤

帝

炎

帝

は
少

典

の
子

、

号

を
神
農

と
為

す
、
南

方

の
火
徳

の
帝
な

り
)
。

(
『
淮

南
子

・
時

則
訓

』
高
誘

の
注

)

史
學

者
張

正
明

氏

に
よ

る
と
、

回
祿

は
祝
融

の
別
称

で
あ

る
。

炎

帝

は

関
中

(
陝

西

省

の
中

心
部
)

に
起
源

し

た
が
、

西
周

中
期

と
晩
期

、

姜

姓

の
周
人

が
多

く
南

方

に
移

民

し

た
。

申

.

呂

・
許

・
励
国

な
ど

は

そ

の
移

民

か
ら

な

っ
て
き

た

の

で
あ

る

。
彼

ら

は
祖

神

炎

帝

を

も
南

方

に
移

し

て
き

た
。
戦
国

中
期

以
降

、
五
行

が

五
方

・
五

色

と

組

み

合

っ
て
、
炎

帝

は
赤

色

で
も

あ

り
、
別

称

は
赤

帝

で
も

あ

る
か
ら

、
南

方

の
火

の
位

置

に
定

位

さ

れ

た

。

祝

融

は

雷
神

で
あ

り
、
楚
人

に
始
祖

神

と
し

て
も

っ
と

も
崇
拝

さ
れ

て

い
た
。

(
『
楚

史
』

「
司
天

・
司

地

の
遠

祖

」
、

湖
北
教

育
出
版

社

、

一
九

九
五
年

、
参

照
)
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祝
融

同

じ
く
雷
神

、

こ
れ

は
神

話
学

界

の
通
説

で
あ

る

が
、

張

正

明

氏

は
、

民

族

の
移

動

と

融
合

に
よ

っ
て
炎
帝

と
祝

融

は
組

み
合

わ
さ
れ
、
同

じ
雷

神

に
な

っ
た

、

と

お

も

し

ろ

く

指
摘

し

た
。
神
話

や
伝

説

の
歴
史

的
変

遷

か
ら
考

え

る
と
、

同

一
神

性

を

持

っ
て

い
る

神
話

人

物

の

融
合

は
あ
た

り
ま
え

の
こ
と

で
あ

る
。

つ
ま

り
炎
帝

と
祝
融

は
も

と
も

と
南

北
相

違

で
あ

る

が
、

同

じ
雷
神

・
火
神

で
あ

る
か
ら

、
あ
と

の
融
合

は
別

に
不
思

議

で
は
な

い
。

震

11
雷

11
火

と

い
う
古

い
世

界
本
源

説

と

「
帝
出
乎

震

(
帝

は
震

に
出

で
)
」
、

「
万
物

出

乎

震

(万
物

は
震

に
出

づ
)
」

(『
周
易

説
卦

伝
』
)
と

い
う
古
代

神
話
観

及

び
宗
教

信

仰

と

は
、

古

文

字

や
中

国

の
少

数

民
族

の
伝
承

な

ど

に
も

証
明

さ
れ

た
。

前
文

に
挙

げ

た
よ

う

に
、
『
説
文

解
字

』

に

「
霾

は
籀
文
震

な

り
」
と
あ

る
。

籀

文

は
大

篆

と

も

よ
ば
れ
、
周

代

の
書
体

で
あ

る
。

こ

の
籀
文

の
下

部

は
両

側

の

「
火

」

と
真

ん
中

の

コ
鬲
」

か
ら

な

っ
て
き

た
。

な

お
、
『
説
文

解
字

』

に

『
辰

、
震

也
、

三
月
陽

気

動

、

雷

電

振

、

民

農

時

也

、
物
皆

生

(
辰

は
震

な

り
、
三
月

陽
気

は
動

き

て
、

雷

電

は
振

る

ふ
、

民

は
農

時

な

り

、

物

は
皆
生

え

る
)
」
と

あ

る
。

言

い
換

え
れ
ば
、
震

同
じ

く
雷

は
火

・
陽
気

に
属

し

て

い
る

(4
)。

中
国

の
廣

西
自
治

区

の
壮
族

神
話

『
布
洛

陀
』

と
雲

南

省

の
仮

族

神

話

『
吾

ら

人

間

は
如

何

に

い
ま

ま

で
生

き

て
き

た

の
か
』

は
と
も

に
雷

の
火

を

持

っ
て
き

た

テ

ー

マ
で
あ

る
。

前

者

は

.い
う
。
火

は
雷
公

が
稲

妻

で
大

き
な
榕

樹
を
撃

っ
て
発

生

し

た

の

で
あ

る

。

後

者

は

い
う

。

雷
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神

が
人

間

に
藤

と
木

に
よ

る
摩

擦
出

火

の
方
法

を
教

え

た
。

そ

こ

で
、

人

間

は
火

を

得

て
調

理

し
た
物

を
食

べ
る
よ
う

に
な

っ
た

の
で
あ
る
。

日
本

で
は
有
名

な

お
花
祭

り

の
中

、
雷
神

と
火

の

一
体

性

の
場

面

も

あ

り
、

赤

鬼

み
た

い
な

格

好

の
神
様

は
、
巨

大

な
斧
を

持

っ
て
燃

え

て
い
る
柴

火

を

か
か

げ

、

祭

り

の
雰

囲

気

は
最

高

潮

に
な

る
。

こ
れ

は
雷
神

同

じ
く
火
神

崇
拝

で
あ
ろ

う
か
と

お
も

う
。

神
話

文

献

『
山
海

經

・
大
荒

東
經

』

に
は
雷

神
像

を
描

い
て
、

「
其
光

如

日
月

(
其

の
光

り

は

日
月

如

く
)
」

は
そ

の

一
つ
の
特
徴

で
あ
る
。
『
山

海

經
』

の
編
纂

年
代

は

い
ま

ま

で
依

然

と
謎

で
あ

る
が
、
前
漢

の
大

学
者
劉

秀

(歌

)
以
来

の
正

統

な

言

い
方

に
よ

っ
て
、
夏

代

の
大

禹

.

伯

益

の
作

と

さ
れ

て
い
る
。
現
代

の
学
者

は
こ

の
説

に
疑

い
を

も

っ
て

い
る

。

に
も

か

か

わ

ら

ず

、

こ
の
本

の
内

容

は
上
古

か

ら
伝
承

し

て
き
た
、

と

認

め

ら

れ

る
。

そ
う

す

れ

ば

、

雷

神

の

「
其
光

如

日
月

」
か

ら
、
上
古

の
雷

神
信

仰
が

日
神
信

仰
と

関
連

し

て

い
る
、

と
わ

か

る
。

『
説
文

』
は

い
う
、
「
日
、
実
也

、
太
陽

之
精

不
虧
。

(
日
は
実

な

り
、
太

陽

の
精

虧

け
ず
。
)
」

太

陽

は
即

ち
も

っ
と
も
大

き

な
陽
氣

で
あ

る
。

よ

『
周

易

説

卦

伝

』

は

い

う

、

「
乾

、

天

也

、

故

称

乎

父

(
乾

は

天

な

り

、

故

に
父

と

称

乎

ぶ

)
。
」

と

す

る

と

、

つ
ぎ

の

よ

う

に

ま

と

め

て
み

よ

う

。

日

11

太

陽

↓

震

11
雷

11
火

(太

陽

の
精

)
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↑

乾

"

天

11

父↑「且

」

(
祖

)

11
男

性

器

11

父
↑

斧

11

父↑

斧

11
甫

1ー
始

つ
ま

り
雷

神
信

仰

は

日
神

(
太
陽

神
)
信

仰
と
密

接

な

関
係

が
あ

る

の

で
、

雷

神

は
太

陽

の

性

質

を
持

つ
よ

う

に
な

っ
た
。
新
石

器
時
代

に
な

っ
て
、

男

し

か
石

斧

を
持

っ
て

い
な

い

こ
と

を
象
徴

と

し

て
、
男

女

の
社
会

分
別

(
男
性

は
戦

争

や
狩

猟

な

ど
力

型

の

逞

し

い
仕

事

に
従

事

す

る
)

が
ま
す

ま
す

は

っ
き

り
と
な

っ
て
き
た
。

そ

こ
で
、
「
始
」

・

「
祖

」

即

ち

集

落

や
部

族

の
創
始

者
を

男
性

器

や
石
斧

と

つ
な
げ

て
き

た
。
「
甫
」

と

い
う
男
性

に
対

す

る
美

称

あ

る

い

は

男

性

と
し

て
の
英
雄

観

や
傲

慢
観

も
出

て
き

た
。

こ
れ

は
、

前

述

し

た
玉

製

の
男

性

器

と

、

そ

の
中

の

「
◎
}
」

(回

n
雷

H
雷
神

)
と
、

三

角

形
模

様

(
石

斧

の
象

形

)

と

の

一
体

に
な

っ
た

内

因

で
は
な

い
か
。

換
言

す
れ

ば
、
「
の
)
」

模

様

の
象

徴

し

て

い

る
雷

神

崇

拝

と

、

三

角

形

の
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象

徴

し

て
い
る
石
斧

崇
拝

と
、
玉

製
男

性
器

の
象
徴

し

て

い

る
祖

先

崇

拝

と

は
、

火

.
陽
気

.

威

力

・
万
物

の
起
源

・
人

類

の
繁
殖

・
集

落
あ

る

い
は
氏

族

の
創

始

者

(
創

始
神

)

な

ど

の
意

を
持

っ
て
い
る
。

こ

の
三
者

は
進

化

の
前
後

順
序

が

あ

る
が

、

す

く

な

く

と

も

新

石

器
時

代

の

中

・
後

期

(農
耕

文
明

の
芽

生

え
か

ら
)

で
は
融

合

し

て

一
体

に
な

っ
た

、

と

言

っ
て
よ

い

で

あ

ろ
う
。

甲
骨

文
字

に
は

つ
ぎ

の
記
事

が

あ

る
。

己
亥
ト
内

貞

王
侑
石

在
?

北
東

作

邑
于
之
。

(董
作

賓
氏

『
小
屯

・
殷
虚

文

字

乙

編

』

三

二

一
二

よ
り
)

貞

戉
侑

石

一
?

(
林
泰

輔

氏

『
亀

甲
獣

骨
文
字
』

一
・
二
五

.
一
二
よ

り
)

「
『
侑

石
』
即

ち
石

を
拝

む
祭

祀
」
、
と
徐
中

舒
氏

が

い
う
。

(『
甲
骨

文
字

典

』

一
〇

三

四
頁

)

こ

の

「
侑
石

」

(石

を
拝

む
)
祭

は
何

の
た
め
な

の
か
。

衆

知

の
よ
う

に
、
甲
骨

文
字

の
時

代

つ
ま

り
殷

代

は

既

に
青

銅

器
時

代

に
入

り
、

金

属

器

具

は
石
斧

や
石

鎌

な
ど
石

器
具

を
替

え

て
使

い
始

め

た
。

し

か

し

な

が

ら
、

新

石

器
時

代

の
、

祭

り
石

斧
を

象
徴
物

と

し

て

の
雷
神

(
11
帝

11
万
物

の
創

造
神

)

・
男

性

器

.
石

斧

(
後

両

者

は

祖
先

崇
拝

と
関
連

し

て
い
る
)

こ

の
三
者

一
体

の
崇

拝

は

、

そ

の
ま

ま

に
残

っ
て
き

た
。

こ
れ

は

「
侑

石
」

(
石
を
拝

む
)

祭

の
本

義

で
あ

る
。

換

言

す

れ

ば

、

「
侑

石
」

祭

は

即

ち

前
文

に
言
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及

し

た
民
族
例

の
い

ろ
い

ろ
な

石
斧

祭

祀

の

一
つ
で
あ

る
、
と

お
も

う
。

こ
う

い
う
石
斧

祭

り

は
現
在

で
も
中
国

の
少

数
民
族

の
中

に
伝
承

さ
れ

て
い
る
。

雲

南
省

西

双
版

納

曼
達
郷

の
僚

族

で
は
、
多

く

の
家

庭

が
男

女

性

器

の
模

型

を
大

切

に
保

存

し

て
い
る
。
僚
語

が
男
性

器

の
模

型
を

「
坐
記

布
」

(漢

語

の
音
訳

)
と

よ

び
、

本

物

は
瀾

滄

江

畔

か
ら
持

っ
て
き

た
赤

色

あ

る

い
は
赤
土

色

の
卵

石

で
あ

る
。

女

性

器

の
模

型

を

「
坐

記

米

」

と

よ
び
、
本
物

は
樹

枝

に
巻
き

付

い
て

い
る
藤

条

で
あ

る
。

ま

た
男

女

性

交

の
模

型

も

あ

り
、

「
郎

嗄
」

と
よ
び
、
本

物

は
樹
枝

に
巻

き
付

い

て
い
る
藤
条

と
樹

枝

の
、
互

い

に
結

合

し

て

い

る

男
女

性
器

に
似

る

一
段

で
あ

る
。
平

日
は

こ
ん
な
性

器

模

型

を

室

内

に
隠

れ

て
女

性

は

み

る

こ

と

や
触

る

こ
と
を

禁
止

す

る
。
戦
時

に
男

性

が

そ
れ
を

身

に
付

け

る
と

、

力

や

勇

気

が

増

え

て

く

る
と
信

じ
ら
れ

る
。

瀘
沽

湖
畔

に
あ

る
達
孜

村

の

一
方

の
格

母

山
腰

に
は
、

一
本

の
自

然

石

柱

が

あ

る
が

、

当

地

の
摩
梭

族
と
普

米
族

は

こ
の
石

柱

を
男
性

生

殖
器
神

と

し

て
崇

拝

し

て

い

る
。
多

く

の
子

供

を

生

む

こ
と

や
早
く

子
供
を

生

む

こ
と
を
祈

る
た
め
、

男

女

と

も

こ

の
男
性

生

殖
神

を

拝

ん

で

い

る
。
少
女

ら
も
例

外

で
は
な

い
。

麗

江

の
象
山

の
山

元

に
は
、
圓

錐
状

の
石

崖

が
あ

り

、

こ

の
地

方

の
白

族

と
納

西
族

の
女

性

は
石

崖

を
男
性

器

と
し

て
崇

拝

し

て
い
る
。
結
婚

後

子

供

が

で
き

な

い
女

性

や
性

欲

が
弱

い
男
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女

は
、
み

な

こ
の
石

崖

を
祭

祀
す

る
、
目

的

は
早

く
子

供

が

ほ
し

い
、

性

欲

が

強

く

な

り

た

い

の

で
あ

る
。

漾
鼻

県
城

の
南

に
江

が
あ

り
、
江

の
真

ん
中

か

ら

一
つ
の
尖

状

の
石

が

露

出

し

て
、

形

状

が

男

性
器

に
似

て
い
る
。
当
地

の
白
族

は
子

供
を

求

め

る
た
め

に
そ
れ

を
祭

祀
す

る

こ
と

が
あ

る
。

路
南

彝
族

に
ぞ
く
す

る
撒

尼
人

の
村

に
は

み
な

一
軒

の
小

部

屋

が

あ

り
、

内

に

一
塊

の
石

を

供

え

て
い
る
。

こ
れ

は
山

神

・
保
護

神

で
あ

る

か
ら

、
病

気

が

あ

る

と

き

、

巫
師

に
願

っ
て
こ

の
石

を
祭

る
。
村
民

の
中

、
石

を
自
分

の
子
供

の
義

父
母

と
し

て
崇
拝

し

て
い
る

こ
と

も

あ

る
。

哈

尼
族

に
ぞ
く
す

る
葉
車

人

の
村

の
入

口

に
、

み
な

一
面

の
林

が
あ

り
、

こ
れ

は
村

の

「
根
」

と

言
わ

れ

る
が
、
林

の
中

か
ら
も

っ
と
も
大

き

い
樹

を

選

ん

で
、

こ

の
樹

元

に
は

一
塊

の
石

を

立

て

て
、

こ
れ

を

「
塞
心

神
」

と

よ
ん

で
村

の
保

護

神

と

し

て
祭

祀

し

て

い

る
。

布

朗

族

や

景

東

彝
族

も
類

似

の
石
崇

拝

・
儀
式

を
持

っ
て
い
る
。

納

西
族

の

『
東

巴
経
』

は

い
う
、
納
西

族

の
最

初

の
造

物

の
神

が

「
東

」
と

「
色

」

で
あ

る
、

即
ち

陽
神

と
陰
神

で
あ

る
。

石

は

「
東

」
、
木

は

「
色

」

を
象

徴

し

て

い
る
。

つ
ま

り
石

は
陽

(
父
)
神

で
あ

る
。
東
巴

(
巫
師

の
意

)
が
祭

祀
儀

式
を

行
な

う
と

き
、
米

で

一
塊

の
神

石

を

祭

り
、
陽
氣

の
強

さ
を

く
れ

る

こ
と

を
祈

る
。
納

西

族

は
ま

た

石

を

家

庭

の
保

護
神

と

し

て
崇

拝

し

て
い
る
。
家

の
玄

関

の
両

側

に

は
、
直

径

二
〇

セ

ン
チ
ぐ

ら

い
、

高

さ

七

〇

セ

ン
チ
ぐ

ら

い
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の
錐
形

石
を
立

て

て
、
左
側

の
石

を

「
東
阿
普

」
、
右

側

の
石
を

「
色
阿

主
」
と

よ

ん

で
い
る
。

普
米

族

・
摩

梭
族

・
羌

族

な

ど
は
石
神

が
生

き

て
い
る
人

々
を
保

護

で
き

る
だ

け

で
は
な

く

、

人

々
の
死

ん

で
か

ら

の
霊

魂

を
も

保
護

で
き

る
と
信

じ

て

い
る
。

屍
体

を

火
葬

し

て
、

骨

灰

を

陶

器
缶

に
入

れ
、
缶
を

氏
族

墓
地

の
山

地

の
常
緑

樹

の
下

に
埋

め

る
。

埋

め

る

と

き
、

四

つ
の

石
塊

を
持

っ
て
き

て
、
三

つ
を
樹

の
回

り
に
寄

り
掛

け

て
、

一
つ
を
缶

の
上

に
置

く
。

こ

の
四

つ
の
石

は
死
者

霊
魂

の
保

護
神

で
あ

る
か
ら
、

こ
う
し

て
、
死
者

霊
魂

は

い

つ
で
も
滅

び

な

い
、

と
信

じ

ら
れ

て
い
る
。

雲

南
省

中
甸

三
坦

区
白
地

に

は
白

水
台

(滝

)
が

あ
り
、

そ

の
頂

上

に

一
つ
の
巨

石

が
あ

る
。

毎
年

農
歴

二
月

八

日
、

こ
の
辺

り

の
納

西
族

が

こ

こ
に
集

ま

っ
て
祭

典

を

行

な

う
。

儀

礼

の
初

め

は
神
石

(
巨
石
)

を
拝

む
、

つ
ま

り
神

石

の
前

に
鶏

を

殺

し

て
供

え
あ

げ

、

線

香

を

立

て

た

り
頭

を

叩

い
た
り
す

る
。
後

ほ
ど

、
鶏

血

と
鶏
毛

を

神

石

に
貼

り
付

け

て
、

神

石

が

献

物

を

享

受
し

た
意

を
表
す

。
も

ち

ろ
ん
神
石

か

ら
保

護
を
賜

わ

る
、
と
信

じ

ら
れ

る
。

雲
南

の
多

く

の
少
数

民
族

は
隕
石

や
石

器
を
も
崇

拝

し

て

い

る
。

と

く

に
石

刀

・
石

斧

・
石

鑿

・
石
錐

な

ど
を

神

様

と

し

て
崇

拝

し

て

い
る
。

現

在

で
も

依

然

こ

ん
な

物

を

家

に
供

え

て

「
雷
斧

」
あ

る

い
は

「
神
器

」
と

し

て
祭

る
。
人

や
家
畜

が
病

気

の
と

き
、

石

器

を

焼

い

て
水

の

中

に
入
れ

、
患

者

が

こ
の
石
器

水

を
飲

ん

で
、
元

気

に
な

る
、

と

信

じ

ら

れ

て

い

る
。

ま

た
、
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石
器

は
風
雨

を
止

め

る
神

力

を
持

っ
て
い
る
、
と

信

じ

ら

れ

て

い
る
。

巨

風

や
豪

雨

あ

る

い
は

淫
雨

を

や
め

さ
せ

た

い
と
き
、
石

器

を
焼

い

て
庭

の
真

ん
中

に
置

い
て
、
石

器

に
水

を

掛

け

る

。

す

る
と
、
石

器
か

ら

の
水
蒸

気

が
徐

々
に
天
空

に
上

が

っ
て

い
く

か

ら

、

目
的

が

達

成

で
き

る

と
信

仰

し

て
い

る
。

哈

尼
族

・
俸

族

・
基
諾

族

・
彝
族

・
布

朗
族

な

ど
は

み
な

雷

を

祭

る
風

習

を

持

っ
て

い

る
。

彼

ら

は
石

器
時

代

か
ら

伝

え
ら
れ

て
き

た
と

い
う
石

斧

や

石

杵

を

雷

神

の
偶

像

と

し

て
祭

っ
て

い
る
。

(楊

学
政

氏

『
原
始

宗
教

論
』
、
雲
南
人

民
出

版
社

、

一
九

九

一
年
、
参

照
)

甲
骨

文
字

の

「
侑

石
」

(
石
を

拝

む
)
祭

や
少

数

民
族

の
広
義

の
石

斧
崇

拝

を

、

玉

製

男

性

器

の
中

の

「
9

」

(
11
雷
)

と
三
角

形

(石
斧

の
象
形

)
と
、

一
緒

に
考
察

す

る
と
、
雷
神

と

石
斧

(
11

父

"
権

威

と

男

性

器

11
祖

先

崇

拝

)

と

の

一
体

性

が

も

う

一
歩

明

瞭

に
な

る

。

こ

れ

は

雷

斧

が

雷

斧

と

し

て

の
神

話

学

と

宗

教

学

お

よ

び

民

俗

学

の
深

層

意

義

で

あ

る

、

と

言

っ

て

よ

い
。

と

い

う

わ

け

で
、

雷

斧

は

王

権

と

生

殖

と

豊

穣

と

に
関

連

す

る

よ

う

に

な

っ
た

。

一38一

4
、
雷
斧

と

王
権

前

漢

の
賈
誼

(
前

二
〇

一
?
～

前

一
六
九
?

)

の

『
新

書

・
華

産

子

』

に

「
黼

綉

是

古

者

天

む

か

し

 子
之

服
也
」

(黼

綉

は
古

者
天

子

の
服
な

り
)
」

(
図
十

四
と

写
真

三
、
参

照

)

と

あ

る

。

黼

綉

と



(図十四)

1.春 秋時代の服装(安 西 鼎氏

『東洋史参考図』より)

(図十四)

2.『 礼記』中の天子変服(模写)

(写真三) 清代皇太子の服装、下部真中の模様は鉞である。

(山東省博物館蔵、筆者の撮影)
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は
、
礼

服

の
模

様

で
あ

り
、
黒

と
白

の
糸

で
背

中

あ
わ

せ

の
斧

の
形

を
刺
繍

す

る
も

の

で
あ

る

。

『
儀

礼

・
覲

礼
』

(
周
代

の
士

階
級

の
冠

・
婚

・
葬

・
祭
な

ど
種

々
の
礼

儀

を
述

べ
た
も

の
。

周

公
旦

の
作
と
伝

え

ら
れ

る
が
、
春

秋
時

代
か

ら

し
だ

い

に

つ
く

ら

れ

た

も

の
と
学

界

に
認

め

ら

れ

る
)

に

「
天

子
設

斧
依

于
戸

鵬
之

間
、
左

右

几
、

天

子

袞

冕
負

斧

依

(
天
子

は
戸

糒

の
間

に
斧

依
を

設

け
る
、
左

右
几
、

天
子
袞

冕

斧
依

を
負

る
)
」

と
あ

る
。
鄭
玄

の
注

に
よ

る

と
、

「
依

、
有
繍

斧
文

、
所
以

示
威
也

(依

は
繍

あ

り
斧

文
な

り
、
所

以

に
威

を

示

す

な

り

)
。
」

斧

依

は
斧

康

・
黼
依

と

も
よ
ば

れ

る
。

『
周
礼

・
春
官

・
可

几
莚

』

(周

公

旦

の
作

と
伝

え
ら
れ

る
)

に
は
黼
依

に

つ
い

て
詳

し

く
述

べ
て
い
た
。

凡

大
朝
覲

、
大
饗

射
、

凡
封

国
、
命
諸

侯

、

王
位

設

黼

依

、

依

前

南

向

設

莞

莚

紛

純

、
加

巣
席

画
純

、
加
次
席

黼
純

、
左

右
玉

几

(
凡

そ
大

朝
覲

、

大

饗

射

、

凡

そ
封

国

、

命

諸

侯

、

王
位

黼

依
を

設
け

る
、
依

の
前

に
南
向

け
莞

莚
紛

純
を
設

け

る
、
巣

席

画

純
を

加

え

る

、

次
席

黼

純
を

加

え
る
、
左

右
玉

几
)
。

後
漢

の
鄭

玄

の
注

に
よ

っ
て
、
「
斧
謂

之
黼

、
其

繍
白

黒
彩
、

以
絳
帛

為
質

。

依

、

其

製

如

屏

風
然

(斧

を
黼

と

謂
う
、
其

の
繍

は
白

黒
彩

、
絳

帛

を

以

て
質

と
為

る
。

依

其

の
製

は
屏

風

た然

る
如

く

)
。
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な

お
、
孫
詒

譲

の

『
周
礼

正
義

』

は
い
う
。

『
画
貴

職
』
黼

為
繍

采
、
鄭

『
覲
礼
』

注
亦

以
斧

依

為

采

繍

斧

形

。

古

書

多

云

画
斧

、
蓋

所

聞
之

異
。

(
中
略

)
依

者

屏
風

之
名

、
唯
其
飾

為
斧

形
。
賈

(公

彦
)

以

斧

為

屏

風
之

名

、

『
書
』

及

『
詩

・
大
雅

・
篤

公
劉

』
孔
疏

説
並

同
、
誤
也

(
『
画
貴

職
』

に
黼

を

繍

采

と

為

る
、

鄭

『
覲
礼

』
注

は
亦

た
斧

依

を
以

て
采

繍
斧
形

と
為

る
。

古

書

多

く

画

斧

と

云

う

。
蓋

て
は

聞

く
所

の
異

な

り

(中

略
)
依

は
屏
風

の
名

な

り
、

唯

だ

其

の
飾

を
斧

形

と
為

る

、
賈

(
公

彦

)
斧

を

以

て
屏
風

の
名

と
為

る
、
『
書

』
及

び

『
詩

・
大

雅

・
篤
公
劉

』

孔

(
唐

の
孔

頴

達

を

指
す

)
疏
説

並

ん

で
同

じ
、
誤

り
な

り
)
。

『
礼

記

・
曲
礼

下
』

に

「
天

子
当

依
而

立
、

諸

侯

北

面

而

見

天

子

日
覲

(
天

子

は
依

に
当

た

む

り

て
立

つ
、
諸
侯

は
北
面

け

て
天

子
を

見

る
こ
と
を
覲

と

日
う
)
」
と
あ

る
。

以
上

の
文
献

は
多
少

の
相

違

が
あ

る
が
、
「
黼
綉

是
古
者

天
子

之
服
也

」
、

「
凡
大

朝

覲

、

大

饗

射

、
凡
封

国

、
命

諸
侯

、
王
位

設
黼

依
、
」
「
天

子

当

依

而

立

」

と

い
う

記

載

は

み

な
漢

代

あ

る

い
は
漢

以

前

の
書

物

よ
り
出

た

か
ら
、

こ
う

い
う
儀
礼

は
す

く
な

く
と

も
周
代

で
は
す

で
に
あ

っ

た
と

お
も

わ
れ

る
。
言

い
換

え
れ
ば

、

こ
ん
な
記

載

は
三

つ
の
ポ

イ

ン
ト

が

あ

る
。

一
、

天

子

の
礼

服

に
は
斧

の
模
様

が
あ

る
。

二
、
大
朝

覲
な

ど

正

式

の
儀
式

を
行

な

う

と
き

、

天

子

は
斧

が
描

か

れ

た

屏
風

の
前

に
立

っ
て
、

朝

拝

者

に
会

う

。

三

、
礼

服

と
屏

風

の
上

の

斧

模

様

は
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「
威

」

つ
ま

り

最

高

の
、

絶

対

な

権

威

を

示

す

。

こ

の
発

想

は

神

話

中

の
雷

神

の

威

厳

性

か

ら

伝

え

て
き

た

の

で

あ

る

(5
)
。

と

い

う

の

は
、

前

述

し

た

よ

う

に

、

孔

子

の
作

と

言

わ

れ

る

『
説

卦

伝

』

の

「
帝

は

震

に

出

で

(中

略

)

万

物

は
震

に
出

づ

」
、

『
説

文

解

字

』

の

「
震

は
霹

靂

の
物

な

り

」

(
震

は

即

ち

雷

)

か

ら

わ

か

る

よ

う

に
、

雷

神

は

帝

(上

帝

11

天

帝

11

最

高

の

天

神

)

と

し

て
上

古

の

原

始

民

に

信

仰

さ

れ

た

が
、

夏

・
商

(
殷

)

・
周

の

王

朝

時

代

に

入

っ
て

、

こ

の
信

仰

は

続

い

て

残

っ
て

き

た

。

そ

こ

で
、

天

子

(
帝

・
天

帝

の
子

)

は

自

然

に
雷

斧

を

権

威

の
象

徴

と

し

た

の

で
あ

る

。

さ

ら

に

、

帝

王

の

「
王

」

も

雷

斧

と

関

連

し

て

い

る

。

『
説

文

』

は

い
う

。

王

、

天

下

所

帰

往

也

、

董

仲

舒

日

、

古

之

造

文

者

、

三

画

而

連

其

中

、

謂

之

王

、

三

者

天

地

人

也

、

而

参

通

之

者

王

也

、

孔

子

日

、

一
貫

三
為

王

、

(
中

略

)

舌

、

古

文

王

。

(
王

、

天

下

い
に
し
え

の
帰

往

す

る

所

也

、
董

仲

舒

曰

く

、

古

の
文

を

造

る

者

は

、

三

画

し

て
其

の
中

を

連

ね

、

之

を

王

と

謂

ふ

、

三

な

る

者

は

天

・
地

・
人

也

、

而

し

て

之

を

参

通

す

る

者

は

王

也

、

と

、

孔

子

曰

く

、

一
、

三

を

貫

く

を

王

と

為

す

と

、

〔中

略

〕

舌

、
古

文

の

王

。
)

許

慎

に

引

か

れ

た

孔

子

と

董

仲

舒

の
説

と

も

抽

象

的

な

哲

学

意

味

に

傾

い

て

い

る

か

ら

、

わ

か

り

に

く

い

が

、

「
皇

」

に

つ

い

て

の

『
説

文

』

の
文

は

わ

り

あ

い

に

わ

か

り

や

す

い
。
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皇

、
大
也

、
従
自

王
、
自

、
始
也

、
始

王
者

三
皇

、
大
君

也
、
自

讀
若

鼻
、
今

俗

以
始
生

子

為
鼻

子

(皇

、
大
也

、
自

・
王

に
従

ふ
、
自

は
始

也

、

始

め

て
王

た

り

し
者

は

三

皇

な

り

、

大

い
な

る
君
也

、
自

は
讀

み

て
鼻

の
若

く
す
、

今

の
俗

に
始

め

て
生

ま

る

る

子

を

以

て
鼻

子

と
為

す

は
是

れ

な

り
)
。

「
雷
於
天

地
為

長
子

(
雷

、
天

地

に
於

い

て
長

子
と
為

る
)
」

(
『
華

陽
国
志

』

よ

り
)
、

「
雷
、

陰
陽

薄
動

生
物
者

也

(
雷
、
陰

陽
薄

り
動

く

て
物

を
生

じ

る
者

な
り
)
」

(
『
説
文

』

よ
り
)
、
「乾
、

天
也

、
故
称

乎
父

。
坤
、
地

也
、
故

称
乎
母

。
震

一
索
而

得
男

、
故
謂

之
長

男

(
乾

は
天

な

り
、

故

に
父

と
称
す
。
坤

は
地

な

り
、
故

に
母

と
称
す

。

震

は

一
索

し

て
男

を

得

、

故

に
之

れ

を

長

男
と

謂

う
)
」

(
『
説
卦

伝
』

よ

り
)
。

こ
ん
な
説

に
よ

る
と
、
董
仲

舒

の

「
王
」

に

つ
い

て

の

「
天

地

人

也

」

説

は
、

た
だ

上

古

の

神

話
信

仰

を
少

し
改
造

し

た

に
す
ぎ

な

い
。

つ
ま

り

「
天

地

人

也

」

の
人

は
雷

(
11
天

地

の
長

男

)
を
替

え

て

の
董

仲
舒

式

の
よ

び
方

で
あ

る
。

「
王
」

の
甲
骨
文

字

(
図
十

五
)
が

た
く

さ

ん

出

土

さ

れ

る

と

と

も

に
、

こ

の
文
字

に

つ
い

て

の
論

議
も

た
く

さ

ん
出

て
き

た
が
、
ま

と
め

て

つ
ぎ

の
よ
う

に
挙
げ

る
。

1
、
男
性

器

の
象
形

説

(郭

沫
若

氏

『
釋

祖

妣
』
、

『
郭

沫
若

全

集

・
考
古

編

』

第

一
巻

、
科

学
出

版
社

、

一
九

八

二
年
、
参

照
)
。
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2

、

火

の
象

形

説

(
王
国

維

氏

『
増

訂

殷

虚

書
契

考
釋

・
中

』
、

呉
大
澂

氏

『
字

説

』
、

台

北

芸

文

影

印

本

、

三

頁

、

朱

芳

圃

氏

『
甲

骨

学

文

字

編

』
、

一
九

八

三

年

、

等

参

照
)
。3

、
斧

の
象

形

説

。

(図十五)

「王」の甲骨文字

徐中舒氏 『甲骨文辞典』より

 

林

法
氏

・
呉
其

昌
氏

・
白

川
静

氏

な

ど
は

こ

の
説

を
持

っ
て

い

る
が

、

呉

と

白

川

両

氏

の
論

を

挙
げ

て
み

よ
う
。

王
字

の
本
義

は
斧

で
あ

る
。

(中

略
)
古
代

の
王

者

は
皆
武

力

で
天
下

を
征

服

し

た
か

ら
、

遂

に
傲
慢

事
大

に
な

っ
て
、
諸

侯

よ
り
上

の
地
位

を

持

っ
て

い
る
王

と
称

す

る
。

王

の
本

義

は
斧

で
あ

る
ゆ

え
、
斧

の
武
器

を

以

て
天

下
を

征

服

す

る
。

そ

こ

で
天

下

を
征

服

し

た
者

は

王

と
称

す

る
。
斧

の
象
形

す

な
わ

ち
王
字

、
ゆ

え

に
斧

を
康

(
屏
風

)

に
絵

す

る

(
略

)

(
呉
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其

昌
氏

『
金
文

名
象

疏
証
』
、
周
法

高
編

『
金
文

詰
林
補

』
巻

一
、
香

港

中

文

大

学

、

二
〇

三

頁

よ

り
)

呉
氏

の
黼
廏

説

は
王

の
声
義

と

ほ
と

ん
ど
関

す

る
と

こ

ろ
な

く

、

斧

は
字

の
示

す

よ
う

に

父
権

を
象

徴
す

る
も

の

で
あ

っ
た
。
父

の
初
文

は

そ

の
斧

身

を

も

つ
像

で
、

と

き

に

は
鉞

を

も

つ
像

に
か

か
れ

て
い
る

こ
と
も
あ

る

(
師
寰

殷
銘

)
。
王

権

の
象
徴

と

し

て

の
鉞

は
、

儀

器

で
あ

る
か

ら
忍

部

に
摩
礪

を
加

え
ず
、

器

の
安

定

を

保

ち

う

る
よ

う

に
し

て

こ
れ

を

王

位

の

前

に
奠
置

し

た
も

の
で
あ

る

(中
略

)
殷
周

革

命

の
と

き

、
武

王

が
黄

鉞

・
玄

鉞

を
揮

っ
て

紂
王

や

そ

の
諸

臣
を

斬

っ
た
話

が
、
逸
周

書

の
克

殷

・
世

俘

の
諸
篇

に
記

さ

れ

て

い
る
。

字

形
が

玉
座

に
奠

く
鉞

の
形

で
あ

る

の
み
な

ら
ず
、

王
鉞

の
音

も

近

く
、

声

義

の
上

に
も

関
連

す

る
よ
う

で
あ

る
。
字

は
ま

た
皇
字

の
構

造
と
相

通

ず

る
と

こ
ろ
を

も

っ
て
い
る
。

(
白

川
静

氏

『
説
文

新
義

』
巻

一
、
白
鶴

美
術

館
、

一
九
六
九

年
、

八

四

・
八

五
頁
)

「
王

」

の
甲

骨
文

字

の
本

源

に

つ
い
て

の
こ

の
三

つ
の
説

は
、

文

字

学

か

ら

み

て
互

い

に
独

立

し

て
い
る
ら

し

い
が
、
文

字

の
発
生

学
と
進

化
論

か

ら
考

え

る
と

、
「
王

」
と

い

う

甲
骨

文

字

の
い
ろ

い
ろ

の
象

形

は
、

ち

ょ
う
ど
前
文

に
言

及

し

た
、

玉

製

男

性

器

が
象

徴

し

て
い

る

「
回

紋
」

(
11
雷
神

の
象
形

)

・
三
角
形

(
11
斧

の
象
形

)

・
男
性

器

と

の
三
者

一
体

の
上

古

信

仰

に

照
合

し

て

い
る
。

つ
ま

り
、

「
王
」

の
甲
骨
文

字

の
発
生

は
雷

神

(
11
火
、

火

と

雷

は
も

と

も

と
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互

い

に
通

じ

て

い
る
)
信
仰

か
ら
始

ま

っ
て
、
男

性

社

会

地

位

の
高

ま

り

や
部

落

権

力

及

び

早

期

国
家

・
王
朝

権
力

の
形

成

と
と
も

に
、
「
王
」

の
甲
骨

文
字

は
斧

.
男
性

器

(
両

者

と

も

始

.

祖

・
陽
気

の
象

徴
)

と
関
連

し

て
き

た
。

だ
か

ら

こ
そ
、
古

典

に
雷

と
斧

を
古

代
帝

王

と
と

も

に
記

載

す

る
例

が

た
く

さ

ん
あ

る

の

で

あ

る
。附

宝

見
大
電

光
繞

北
斗
権

星
、

照
耀

郊
野

、
感

而

二
十

五

月

、

而

生

黄

帝

於

寿

丘

(
附

宝

は
見

る
と
、
大
電

光

北
斗

権
星

を
繞

り

て
、
郊

野

を

照

耀

す

、

故

に
感

ず

而

し

て
二
十

五

月
、

而

し

て
黄

帝
を
寿

丘

に
生

る
)

(『
玉
函

山
房

輯
佚

書
』
輯

『
河
図

稽
命

微
』
)

黄

帝

置
斧

鉞
。
『
内
伝
』

日
、
黄
帝

将
伐

蚩
尤

、
玄
女

授
帝

金
鉞

以
主

熬

、

此

其

始

也

。

以

も
う

も
ち

銅

為

鳳

首

銜

刀

(黄

帝

は
斧

鉞

を

置

け

る
。

『
内

伝

』

曰

く

、

黄

帝

将

い

て
蚩

尤

を

伐

つ
、

玄

女

、

帝

に
金

鉞

を

授

く

る

に
以

て
熬

を

主

す

、

此

れ

其

の
始

な

り

。

銅

を

以

て

鳳

首

銜

刀

と

為

る

)
。

(
陳

元

龍

『
格

致

鏡

原

』

巻

四

十

二

引

、

『
四

庫

全

書

・
子

武

三

三

七

』
)

『
逸

雅

』

云

、

斧

、

甫

也

。

甫

、

始

也

。

(
中

略

)

鉞

、

豁

也

、

所

向

莫

敢

当

、

前

豁

然

破

散

也

。

(
『
逸

雅

』

云

う

、

斧

、

甫

な

り

。

甫

、

始

な

り

。

(中

略

)

鉞

、

豁

な

り

、

向

く

所

敢

お
う

な

て
当
ぜ

莫

し
、
前

に
豁
然

た

る
破

散
す

な

り
)
(
同

右
)

偉

大
な

史
學

者

司
馬
遷

の

『
史

記
』

に
は
黄
帝

は

五
帝

の
第

一
帝

と
し

て
記
載

さ

れ

て

い
た
。
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近

年

の
考
古

調
査

も
黄
帝

と

い
う
人
物

が

早
期

国
家

の
元

首

で
あ

っ
た
事

実

性

を

提

唱

し

て

い

る
。5

、
雷

斧
と
生

殖
力

中

国

の
陜
西

省

・
甘
粛
省

・
河
南
省

な

ど
広

い
地
域

で
は
、

子

供

特

に
男

の
子

を

生

ん

で
か

ら
、

お
祝

い
と

し

て
、
近
隣

の
人

々
が
鍋
墨

を
か

き
落

と

し

て
そ

の
家

の
大
人

の
顔

に
付

け

る
。

こ

の
風
俗

は
い

つ
か

ら
始

ま

っ
た

の
か
、

は

っ
き

り
わ

か

ら
な

い
が

、

古

い
伝

承

ら

し

い
。

現

在
も

依
然

と
残

っ
て

い
る
。

静

岡
県

の
お
花

祭

り

に
も

類
似

の
風
俗

が

あ

る
。

祭

り

を

や

っ
て

い
る

当

地

の
人

々

は

互

い

に
あ

る

い

は
観
客

の
顔

に
墨

や
味

噌
を
付

け

る
。

こ
れ

は
な

に
を
意
味

し

て

い
る

の
か
。

中

国
語

の
中

に
、
「
煙

火
旺

盛
」
と

い
う
流

行

り

の
俗

語

が
あ

り
、
多
子
多

孫

・
人

口

旺
盛

の

意

で
あ

る

が
、

逆

に

「
断

了

煙

火

」

す

な

わ

ち

子

孫

断

絶

と

い
う

俗

語

も

あ

る
。

い
ず

れ

も

「
煙
火

」

は
子

孫

・
子
供

を
表

わ
す
。
と

い
う
わ

け

で
、
鍋

墨
づ

け

の
方

式

を

用

い

て
子
供

を

生

ん
だ
家

に
お
祝

い
を
す

る
。
静

岡
県

の
お
花

祭

り
は

子

供

を

生

む

こ
と

と
直

接

の
関

係

は
な

い

ら
し

い
が
、
終

始
火

と
関
連

し

て
い
る
。

日
暮

れ
ど

き
、
石
鎌

を
使

っ
て
点
火

儀
式

を

行

な

い
、
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祭

り
部
屋

の
真

ん
中

に
置

い

て
あ

る
鍋

で
お

湯
を
沸

か

す

。

こ
れ

か

ら
続

い

て
夜

の

一
連

の
行

事

を
行

な
う

が
、
夜

明

け
ど
き

、
前

述

し

た
鍋
墨

や
味

噌

付

け

の
行
事

を
行

な

う
。

な

お
、

夜

半

ご

ろ

の
、
赤
鬼

の
恰
好

の
神

様

(
雷
神

の
模
様

だ
と

お
も

う
)

が

巨
斧

を

用

い

て
火

を

か

か

げ

る

こ
と
と

一
緒

に
考

え
る
と
、

こ

の
祭

り

は
正

に
火

の
祭

り

で

は
な

い
か
。

前

文

に
言

っ
た

よ
う

に
、
雷

と
火

は
同
性

、

つ
ま
り
雷

同

じ
く
火

で
あ

る

か

ら
、

こ

の
祭

り

の
深

層

は
雷

神

信

仰

と
深

く
関
連

し

て
い
る
、

と

い

っ
て
よ

い

で
あ

ろ

う

か
。

当

地

の
人

の
話

に
よ

る

と
、

戦

前

は
男

し
か

こ

の
祭

り
を
行

な

わ
な
か

っ
た

が
、
戦
後

以
来

、

女

性

も

出

て
き

た

。

男
性

し

か

行

な
わ

な
か

っ
た
歴
史

を
考

察
す

る
必
要

が

あ

る
が
、

も

し

ず

っ
と
前

か
ら

そ
う

な

ら

ば

、

こ

の

祭

り

の
雷
神
信

仰

の
内
性

は

一
層
確

認

で
き

る
。

と

い
う

の
は
、

前

文

に
触

れ

た

よ

う

に
、

雷

神

は
父
祖

・
陽
性
神

で
あ

る
か
ら
。

「
煙
火

」

の
話

題

に
戻

る
。

中

国

の
広

い
地

域

で
は
、
「
煙

火
」
崇
拝

は
誕
生

・
婚

儀

・
葬
式

な
ど

に
も

み
ら

れ

る
。

新

生

児

は

一
ヵ
月

(
中
国

語

で

「
満

月
」
と

い
う
)

の
誕

生

日

に
な

る

と

、
大

人

は
新

生

児

を

抱

え

て
家

の
玄

関
前

の
火
堆

(
こ
の
儀

式

の
た

め

に
わ
ざ

わ

ざ

用

意

し

た

も

の
)

を

通

る
。

婚

儀

の

と
き

、
新
郎
新

婦

は
玄

関
前

の
火

堆

を
通

る
。
葬

式

の
と

き

、

行

列

は
村

の
出

入

ロ

の
火

堆

を

通

る
。
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雲
南

西

双
版
納

の
克

木
族

と
布
朗

族

は
火
塘

と
火

塘

用

の
三
脚

を
祖

先

神

と

し

て
祭

っ
て
い

る
。
彼

ら

の
家

に
は
三

つ
の
火
塘

が
あ

り
、

一
つ
目

は
家

神

の
火
塘
、

二

つ
目

は
父

母

の
火

塘

、

三

つ
目

は
ご
飯
を

作

る
火
塘

で
あ

る
。

父
母

の
火

塘

と

こ

の
火
塘

用

の

三
脚

は
三

代

近

祖

の
象

徴

で
あ

る
か
ら
、
父

母
が
亡

く
な

っ
た
な

ら
、
三

脚

を
火

塘

の
上

に
倒

置

し
な

け

れ

ば

な

ら

な

い
。
父
母

の

一
方

が

亡
く

な

っ
た
な
ら

、
三
脚

を

火
塘

の
上

に
十

日
間

倒

置

し

て
か

ら

、

改

め

て
点
火

使

用
を
始

め

る

こ
と

が

で
き

る
。
子
供

は
結
婚

す

る

と
、

新

し

い
火

塘

を

作

ら

な

け

れ

ば

な

ら
な

い
。

な
ぜ

な
ら
ば

、
新
し

い
火
塘

は
新

し

い
人

口

の
生

ま
れ

と

子

孫

の
繁

栄

を

意

味

し

て
い
る
か

ら
。

よ
う
す

る

に
、
彼

ら

の
信

仰

で
は
火

塘

と

三
脚

が
祖

先

神

で
あ

り

、

家

庭

人

口
を
繁

栄

さ
せ

る
生

殖
神

で
も

あ

る
。

雲
南
省

滄
源

地
方

の
仮
族

で
は
、
春
節

(
農
暦

の
元

日
)

期

間

、

「
達

改
」

(
巫

師

の
名

前

)

は
竹

を
摩

擦

し

て
火

を

つ
く

る
。

そ
し

て
、
四

つ
の
茶

碗

に
水

を

入

れ

て

こ

の
火

種

を
祭

る

。

同
時

に
村

中

に

「
土

砲

」
(
火
薬

装
置

の
自
家

造

の
大

砲
、
礼

儀
用
)
を

鳴
ら

し
祝
賀

を
表

わ
す
。

祭

祀
終

了
後
、
村

の
人

々
は
松

明
を

挙
げ

て
巫
師

の
家

に
新

し

い
火

を

迎

え

に
行

く
。

こ

の
新

し

い
火
を

自
分

の
家

に
持

っ
て
帰

っ
て
、
二

つ
の
餅

を

新

し

い
火

に
供

え

る
。

こ

の
儀

式

の
目

的

は
火
神

に
祈

っ
て
新

年

の
人
畜

旺
盛

や
穀
物

豊

饒
を

賜

っ
て
く

れ

る
の

で
あ

る
。

雲

南

の
摩
梭
族

と
普

米
族

は
、
十

三
才

の
男

の
子

が

袴

、

十

三

才

の
女

の
子

が
裙

(
ス
カ

i
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ト
)

を

は
く
成
人
式

を
古

く

か
ら
行

な

っ
て
き

た
。

こ

の
儀

式

は
火

塘

の
そ

ば

で
行

な

わ

ね
ば

な

ら
な

い
。

雲
南

西
双
版

納
猛

海
県

で
は
、

あ
る
仮
族

頭

領

「
窩

朗
」

(名

前
)

の
家

の
中
、

火
塘

の
上

方

に
男
性

の
五
官

と
男
性

器

を
特

に
誇
張

し

た
木
製

の
裸

人

形

が
掛

け
ら

れ

て

い
る

。

注

目

し

た

い

の
は
火
塘

と
男
性

器
と

の
関

連

で
あ

る
。

確
か

に
六
世

紀
南

北
朝
時

期

、
祇

教

(拝

火
教

と
も

よ

ぶ
)

は

ペ
ル
シ

ア
か

ら
中
国

に
伝
わ

っ

て
き

て
、
北
魏

・
北
斉

・
北

周

の
皇
帝

は
み

な
自

ら
殀

教

を
信

仰

し

て

い

た
。

隋

唐

兩

代

は
東

京

の
洛

陽
と

西
京

の
長
安

に
殀

教

の
祠
を
建

て

て
祭

祀
官

を
設
置

し

て
い
た
。
北

宋
末

南

宋

初

、

江
梁

や
鎮
江

な
ど

に
は
祗

教

の
祠
も

あ

る
。

『
東
京

夢

華

録
』

は

い
う
、

「
殀

教

本

出

西

域

、

蓋

胡

神
也

。

(中

略
)
俗

以
火
神

祠
之

(
殀
教

は
元

々
西
域

よ
り
出

づ
、
蓋

に
胡
神

な

り
。

(
中

略

)

俗

に
し

て
火

神
を

以

て
之

れ

を
祀

る
)
。
」

に
も
か

か
わ

ら
ず
、
前
述

し

た

よ
う

に
、
殀

教

は
伝

入

前

、

も

っ
と

も
古

い
信

仰

で
あ

る
雷

神

同

じ
く

火
神
信

仰

は
中
国

の
広

い
地
域

に
存

在

し

て

い

た
。

六

世

紀

以

降

の
火

崇

拝

の
民

俗

は
固

有

の
雷
神
同

じ

く
火
神

信
仰

と
殀
教

の
火

神
信

仰

と

の
融

合

か

も

し

れ

な

い

が
、

固
有

の

雷
神

同

じ
く
火
神

の
父
祖
神

・
陽
性

の
生

殖
神

と

い
う
本

来

の
性

質

は
依

然

と
残

っ
て

い
る
。

前
文

の

い
ろ
い
ろ
な

民
俗

の
例

は
そ

の
通

り

で
あ

る
。
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『
華
陽

国
志

』

は

い
う
。

雷
於

天
地

為
長

子
、

以
其

万
物

為
出

入
。
雷

二
月

出

地

、

百

八

十

日
、

雷

出

則

万

物

出

。

八

月
入
地

、
百

八
十

日
、
雷
入

則

万
物
入

(
雷

は
天

地

に
於

い

て
長

子

と

為

る
、

其

の
万

物

を

以

て
出
入

り
と
為

る
な
り
。
雷

は

二
月
地

よ
り

出

づ

、

百

八

十

日
、

雷

出

づ

則

ち

万

物

出

づ
。

八
月
地

に
入

る
、
百

八
十

日
、
雷

入

る
即
ち

万
物

入

る
)
。

(『
芸
文

類
聚

』
巻

二

よ
り
)

「
雷
出

則

万
物
出

」
す
な

わ
ち
春

の
雷

に
従

っ
て
万

物

は
芽

生

え

、

出

て
き

た

と

い
う

わ

か

り
や
す

い
意

で
あ

る
が
、
「
雷

入
則

万
物

入
」

は
な

ん
な

の
か
。

こ

の
古
典

の
記

載

に
対
応

し

て

い
る

の
は
、
中

国

の
春

と

秋

両

季

節

を

婚

期

と

し

て

の
古

い

風

俗

で
あ

る
。

近
代

中
国

神
話

学
と

人
類
文

化
学

の
創

始
者

の

一
人

で
あ

る
聞

一
多

氏

は

い
う
、

「
原

始

民

は

感
応

巫

術
原

理
か

ら
、
夫
婦

性
交

を
行

な

っ
て
五
殻

の
成

長

を

助

け

る

こ
と

が

で
き

る

と

考

え

る
。

そ

こ

で
、
婚
期

を

二
月
農

事

の
と
き

に
行

な
う
。

(
中
略

)
も

う

一
つ
の
婚

期

は
秋

す

な

わ

ち

一
部

分

の
穀

物

が

種

蒔

の
と

き

で
あ

る
。

故

に
結

婚

の
事

は
春

あ

る

い
は
秋

に
行

な

う

。

(
『
詩
経

通
義

』
、
『
聞

一
多
全

集
』
第

二
巻

、
三
聯
書

店
、

一
九

八

二
年

、
参

照
)

『
偽

家
語

・
本

命
解

』
王
粛

の
注

に

「
秋
季

霜
降

、
嫁

娶
者
始

于
此

。
詩

(詩

経
)

日

『
将
子

無
怒

、
秋

以
為
期

』
也

(
秋

季
霜

降
、
嫁

娶
す
者

は
此

れ

よ

り
始

ま

る
。

詩

(
詩

経

)

曰

く
、
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『
怒

ら

な

い

で

ね
、

秋

に

は

き

っ
と

』

と

な

り

」
)

と

あ

る

。

后

漢

の
張

衡

の

『
定

情

賦

』

に

「
秋

為

期

兮

(
秋

を

期

と

為

る

兮

)
」

と

あ

る

。

な

る

ほ

ど

、

「
雷

入

則

万

物

入

」

の
本

義

は
雷

の
入

地

に

従

っ
て
、

万

物

(
人

間

を

含

む

)

は

懐

胎

す

る
時

期

に
入

る

よ

う

に

な

る

の

で

あ

る
。

古
文

の

「
の
e
の

審

⑱
」

(
雷
)
真

ん
中

の

茴

L

に

つ
い

て
、

清

人

段

玉
裁

が

茴

生

万
物

者

也

(
回
、

万
物

を
生

じ

る
者

な
り
)
」
と
注

釈
し

た

(
『
説

文
解

字

注
』
)
。
「
回
」
す

な

わ
ち
甲

骨
文

字

の
雷

の
象

形

で
あ

る
。

陳

炳
良

氏

に
よ

る
と
、

「
伐
其

条
枝

(
其

の
条
枝

を
伐

る
)
」
、
「
伐
其
条
肆

(其

の
条
肆
を
伐
る
)
」

こ
ん
な
文

は
、

『
詩

経

』

の
中

に
男

女

婚

姻

を

象

徴

し

て

い
る

。

例

え

ば

『
小

雅

.
小

弁

』

の

「
伐

木
掎

矣

析
薪
弛

也

(
木
を

伐

る

の
に
も
掎

を
か

け
、
薪

を
さ

く

に
も
弛

を
見

る
)
」
、
『
幽
風

.

七

月
』

の

「
取
彼

斧
折

、
以
伐

遠
揚

(
桑

の
枝
切

り
、
斧

で
打

ち
下

ろ
し

)
」
、

『
廓

風

.
定

之

方

中

』
「
爰

伐
琴

瑟

(
や
が

て
は
伐

り

て
琴
瑟

と

せ

む
)
」
、

『
鄭

風

・
将

仲

子

』

の

「
無

折

我

樹

杞

た
き
ぎ
さ

(
植

え

た
杞

を

折

ら

な

い

で
)
」
、

『
斉

風

・
南

山

』

の

「
析

薪

如

之

何

、

匪

斧

不

克

(
薪

析

く

に

は

何

で
伐

る

、

斧

で

な

け

れ

ば

伐

れ

は

せ

ぬ

)
(6
)
な

ど

は

、

み

な

婚

姻

配

偶

の
象

徴

と

し

て
表

現

し

た

の

で
あ

る

。

(
『
神

話

・
礼

儀

・
文

学

』
、
台

湾

聯

経

出

版

公

司

、

一
九

八

五

年

、

参

照

)

と

い

う

の

は

、

斧

(雷

斧

)

信

仰

の
影

響

な

の

で
あ

る

。
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前

述

し

た

よ

う

に
、

ニ

ュ
ー

ギ

ニ

ア
東

部

高

地

の

バ

ー

ゲ

ン
山

近

く

に

あ

る

ワ
ギ

谷

・
チ

ム

ブ

谷

の

石

斧

に

は

、

「
祭

り

の
斧

」
・
「
日

常

の
斧

」
・
「
花

嫁

代

償

の
斧

」

の

三

種

類

が

あ

り

、

こ

の
花

嫁

代

償

の
斧

は

斧

(雷

斧

)

の
父

(
男

)

性

生

殖

力

の

信

仰

で

あ

ろ

う

か

。

中

国

及

び

東

南

ア
ジ

ア

で

は

、

鋏

を

枕

に

入

れ

て

プ

レ
ゼ

ン

ト

と

し

て

花

嫁

に

贈

る

民

俗

が

あ

る

。

こ

の

鋏

は

雷

斧

信

仰

の
変

身

で
あ

ろ

う

か

。

い

ず

れ

も

早

く

子

供

を

生

む

、

多

く

子

供

を

生

む

と

い

う

祈

願

で

あ

る

、

と

お

も

う

。

ギ

リ

シ

ア
神

話

の

中

に

は

、

雷

斧

が

象

徴

し

て

い

る
男

性

生

殖

力

を

喝

破

し

た

例

が

あ

る

。

つ
ま

り

最

高

天

神

ゼ

ウ

ス
は

斧

を

振

り

動

か

し

て

「
黄

金

雨

」

が

降

っ
た

。

こ

の

「
黄

金

雨

」

は

美

人

王

女

ダ

ナ

エ

に
妊

娠

・
出

産

さ

せ

た

。

(]≦
・Ω
円
o
畧

コ
≦
団
昏
o。
o
h
爵
Φ
Ω
お
①
犀
o。
p
ロ
創
即
o
ヨ
鋤
磊
』
"

Z
①
≦

磯
o
同ぎ

一
九

六

二

年

、

二

=

二
頁

、

参

照

)

要

す

る

に
、

雷

斧

の
生

殖

力

信

仰

は

火

崇

拝

同

じ

く

雷

神

崇

拝

と

繋

っ

て

い

る

。

言

い

換

え

れ

ば

、

雷

神

同

じ

く

火

神

は

陽

気

の
本

源

で
あ

る

か

ら

、

神

話

の

進

化

に

従

っ
て

父

祖

神

・
男

性

生

殖

神

の
信

仰

と

一
体

に

な

っ
て
き

た

。

雷

斧

は

雷

神

の

象

徴

と

し

て

帝

王

の

権

威

を

表

わ

し

て

い

る

と

同

時

に
、

父

(男

)

性

生

殖

力

を

も

表

わ

し

て

W

る

。
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1注
、

『
旧
唐
書
』
粛
宗
紀

・
宝
応
元
年
の
条
に
い
う
。
「
楚
州
刺
史
崔
佚
献
定
国
宝
玉
十
三
枚
。

一
日
玄
黄
天
符
、
如

笏
、
長
八
寸
、
闊
三
寸
、
上
圓
下
方
、
近
圓
有
孔
、
黄
玉
也
。
二
日
玉
鶏
、
毛
文
悉
備
、
白
玉
也
。
三
日
穀
璧
、

白
玉
也
、
径
可
五
六
寸
、
其
文
粟
粒
無
彫
鐫
之
迹
。
四
日
西
王
母
白
環
、
二
枚
、
白
玉
也
、
径
六
七
寸
。
五
日

碧
色
宝
、
圓
而
有
光
。
六
日
如
意
宝
珠
、
形
圓
如
鶏
卵
、
光
如
月
。
七
日
紅
靺
鞨
、
大
如
巨
栗
、
赤
如
櫻
桃
。

八
日
琅
千
珠
、
二
枚
、
長

一
寸
二
分
。
九
日
玉
決
形
如
玉
環
、
四
分
缺

一
、
十
日
玉
印
、
大
如
半
手
、
斜
長
、

理
如
鹿
形
、
陥
入
印
中
、
以
印
物
則
鹿
形
著
焉
。
十

一
日
皇
后
採
桑
鈎
、
長
五
六
寸
、
細
如
筋
、
屈
其
末
、
似

真
金
、
又
似
銀
。
十
二
日
雷
公
石
斧
。
長
四
寸
、
闊
二
寸
、
無
孔
、
細
緻
如
青
玉
。
十
三
宝
置
于
日
中
、
皆
白

氣
連
天
。
先
表
云
、
楚
州
寺
尼
真
如
者
、
恍
惚
上
昇
、
見
天
帝
。
帝
授
以
十
三
宝
日
、
中
国
有
災
、
宜
以
第
二

宝
鎮
之
。
(楚
州
刺
史
崔
佚
、
定
国

の
宝
玉
十
三
枚
を
献
ず
。

一
を
玄
黄
天
符
と
日
う
、
笏

の
如
き
、
長
さ
八

す
べ

寸
、
闊
さ
三
寸
、
上
圓
下
方
、
近
圓
孔
有
り
、
黄
玉
な
り
。
二
を
玉
鶏
と
日
う
、
毛
文
は
悉
て
備
え
る
、
白
玉

な
り
。
三
を
穀
璧
と
日
う
、
白
玉
な
り
、
径
は
可
し
五
六
寸
、
其
の
文
は
粟
粒
と
も
彫
鐫
の
迹
無
し
。
四
を
西

王
母
の
白
環
と
日
う
、
二
枚
、
白
玉
な
り
、
径
六
七
寸
。
五
を
碧
色
宝
と
日
う
、
圓
而
し
て
光
有
り
。
六
を
如

意
宝
珠
と
日
う
、
形
圓
く
て
鶏
卵
の
如
き
、
光
り
て
月
の
如
く
。
七
を
紅
靺
鞨
と
日
う
、
大
き
さ
巨
栗
の
如
き
、

赤
さ
櫻
桃
の
如
く
。
八
を
琅
汗
珠
と
日
う
、
二
枚
、
長
さ

一
寸
二
分
。
九
を
玉
映
と
日
う
、
形
は
玉
環
の
如
き
、

四
分
の

一
缺
け
る
、
十
を
玉
印
と
日
う
、
大
き
さ
半
手
の
如
き
、
斜
長
、
理
は
鹿
の
形
の
如
き
、
印

の
中

に
陥

入
る
、
印
物
を
以
て
則
ち
鹿
の
形
は
著
し
い
焉
。
十

一
を
皇
后
の
採
桑
鈎
と
日
う
、
長
さ
五
六
寸
、
細
さ
筋

の

如
き
、
其
の
末
は
屈
が
る
、
真
金
の
似
と
き
て
、
又
銀
の
似
と
く
。
十
二
を
雷
公
石
斧
と
日
う
。
長

さ
四
寸
、

闊
さ
二
寸
、
孔
無
く
、
細
緻
な
る
こ
と
青
玉
の
如
し
。
十
三
の
宝
を
日
の
中
に
置
い
て
、
皆
、
白
氣

天

に
連
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2

、

3

、

な

る
。

佚

が
表

に

云

う
、

楚

州

の
寺

尼

の
真

如

な

る
者

、

恍

惚

と

し

て
上

昇

し

、

天

帝

に
見

ゆ
。

帝

授

く

る

に
十

三
宝

を

以

っ
て

し

て

曰
く

、

中

国

の
災

有

ら

ば

、

宜

し

く

第

二

宝

を

以

っ
て
之

れ

を

鎮

む

べ
し
、

と

。

こ

の
段

の
漢

文

の
引

用

及

び

日
本

語
訳

は
前

出

の
山

田

慶

兒

氏

の
論

文

を

参

照

し

た

。

「
シ

ア
ネ

の
地

帯

に

ヨ
ー

ロ

ッ
パ
人

が

初

め

て
入

っ
た

の

は

一
九

三

〇

年

、

続

い

て

一
九

三

三

年

だ

っ
た

。

当

時

、

人

々

は
石

斧

を

用

い
、
鉄

の
斧

は
全

く

知

ら

な

か

っ
た
。

(
中

略

)

シ

ア
ネ

の

人

々

の
あ

い

だ

で

は

、

男

だ

け

が

石

斧

を

も

ち

、

石
斧

を
使

っ
て

い

た
。

し

た

が

っ
て
、

斧

を

必
要

と

す

る

仕
事

は

す

べ

て
男

が
行

な

い
、

斧

を

使

わ

な

い
仕

事

は

女

が

し

た
。

そ
し

て
男

た

ち

は
、

斧

を
使

う

に

は
技

量

が

必

要

で
あ

り
男

だ

け
が

技

量

を

も

つ
、

女

は
技

量

を

も

た

な

い
、

と

み
な

し

て

い
た

の
だ

っ
た
。

少

年

は
、

帯

に
斧

を

は

さ

み
持

っ
て
、

一

人

前

の
男

に
近

い

こ
と

を
誇

示

し
、

許

さ

れ

る

な

ら

ば

い

つ
で

も

そ

れ

を
使

お

う

と
機

会

を

ね
ら

っ
て

い

る
。

そ
し

て
、

斧

を

持

た

な

い
男

は
女

の

よ
う

だ

、

と
言

わ

れ

る
。

(
中

略

)

パ
プ

ア

ーー

ニ

ュ
ー
ギ

ニ
ア
と

オ

ー

ス

ト

ラ
リ

ア

で
も

、
斧

は
基

本

的

に
男

の
道

具

で
あ

る
。

斧

を
使

う
仕

事

は
、

基

本

的

に
男

の
仕

事

で
あ

る

。

パ

プ

ア

ーー

ニ

ュ
ー
ギ

ニ
ア
に

は
、

女

が

、

斧

を

所
有

し

た

り
使

用

し

た

り
す

る
場

合

も

あ

る

に

は
あ

る
。
し
か

し
、

こ
れ

は
決

し

て
多

く

は

な

い
。

ざ

っ
と

見

回

し

た

と

こ

ろ

で

は
、

斧

が
男

の
道

具

で

あ

る

こ
と

は
、

世

界

の

民

族

例

に
共

通

す

る

こ
と

ら
し

い
。

そ
し

て
そ

れ

は
、

考

古

例

に
も

お

よ

ぼ
す

こ

と

が
出

来

る

の

で
は

な

い
か

。

(
中

略

)

ヨ
ー

ロ

ッ
パ

の
新

石

器
時

代

に

は
、

広

く

、

男

の
墓

に
限

っ
て
石

斧

を

副

葬

す

る
風

習

が

あ

っ
た

。

(
中

略

)

具

体

的

に
は

男

の
墓

へ
の
副

葬

例

と

し

て
、

ル

ー

マ

ニ
ア
な

ど

東

南

ヨ

ー

ロ

ッ
パ

の

ボ

イ

ア

ン
文

化

に

お

け

る
軟

質

の
磨

製

石

斧

と

、

ド
イ

ッ

の
帯

紋

土

器

文

化

の
靴

型

状

石

斧

、

イ

タ

リ

ア

の
新

石

器
時

代

の
石

斧

を

あ

げ

て

い

る
。

ま

た

、

男

の
子

の
墓

へ
の
副

葬

例

と

し

て
、

ド
イ

ッ

・
オ

ー

ス
ト

リ

ア

の
帯
紋

土

器

文

化

に

お

け

る
実

例

を

あ

げ

て

い
る

。

〔
の

は

ド
イ

ッ

の
ミ

ュ
ラ
ー

カ

ル

ペ

で
あ

る
。

さ

ら

に

該

氏

は

〕

ヨ

ー

ロ

ッ
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4

、

5

、

6

、

パ
の
新
石
器
時
代
後
期
の
諸
文
化
に
、
有
孔
石
斧
を
男

の
墓
に
副
葬
す
る
事
実
を
あ
げ
、
ド
イ

ッ

・
ポ
ー
ラ
ン

ド

・
ハ
ン
ガ
リ
ー
な
ど
の
具
体
例
を
か
か
げ
て
い
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
新
石
器
時
代
の
諸
又
化
で
、
石
斧

・
骨
斧

.

角
斧
を
男
の
墓
に
副
葬
し
て
い
る
と
い
う
事
実

で
今
は
満
足
し
て
お
き
た
い
。
さ
ら
に
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
新
石

器
時
代
か
ら
青
銅
器
時
代
に
掛
け
て
の
磨
製
石
斧
、
「戦
い
の
斧
」
〔闘
斧

・
バ
ト
ル
ア
ッ
ク
ス
〕
が
男
の
墓

の

副
葬
品
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
」
佐
原
真
氏

『斧
の
文
化
史
』、
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
九

四

年
、
二
四

・
二
五
頁
、
六
七

・
六
八
頁
。
中
国
と
日
本

の
考
古
学
の
例
も
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
後

の
正
文

に
触

れ
た
い
。

後
漢
の
王
充

(二
七
-
九
〇
?
)
は
試
み
て
科
学
的
に
雷

(雷
神
)
を
考
察
し
て
、
「雷
者
、
太
陽
之
激
氣
也
。

何
以
明
之
。
正
月
陽
動
、
故
正
月
始
雷
、
五
月
陽
盛
、
故
五
月
雷
迅
、
秋
冬
陽
衰
、
故
秋
冬
雷
潜

(雷
は
太
陽

の
激
氣
な
り
。
何
を
以
て
明
ら
か
に
す
る
。
正
月
陽
動
く
、
故
に
正
月
始
め
て
雷
し
、
五
月
陽
盛

ん
に
、
故
に

五
月
雷
迅
し
、
秋
冬
陽
衰
ふ
、
故
に
秋
冬
雷
潜
す
)」
や

「夫
雷
、
火
也

(夫
れ
雷
は
火
な
り
)」

な
ど
雷

の
陽

性

・
火
性
を
指
摘
し
て
い
た
。

前
述
し
た
よ
う
に
、

一
九
七
四
年

一
月
、
馬
王
堆
前
漢
墓
か
ら
十

一
幅
の
帛
画
が
発
掘
さ
れ
、
そ

の
中

の

『社

神
図
』
の
上
に
雷
神
が
鏤

(広
義
の
雷
斧
に
ぞ
く
す
る
も
の
)
を
持

っ
て
い
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
雷
神
が
雷
斧

を
持

っ
て
い
る
と
い
う
発
想
は
、
も

っ
と
も
古
い
時
代
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

目
加
田
誠
氏

『詩
経
訳
注
』
上
、
龍
溪
書
舎
、

一
九
七
三
年
、
参
照
。
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【
あ
と
が
き
】

古
代
文
化
特
に
神
話
は
、
ま
も
な
く
二
十

一
世
紀
に
入
る
我
々
に
対
し
て
、
依
然
と
魅
力

一
杯

の
領
域

で
あ
る
と
お

も
う
。
と
い
う
の
は
、
国
際
化

・
情
報
化
的
な
現
代
国
際
社
会

で
は

「実
事
求
是
」
と
い
う
学
風
を
用

い
て
無
偏
見

・

無
蔑
視

・
公
正
的

・
平
等
的

・
お
互
い
に
勉
強
的
に
学
術
研
究
を
行
な
う
與
論
や
技
術
条
件
は
ま
す
ま
す

成
熟
し

て
き

た
の
で
あ
る
。
誰
か
、
ま
た
あ
る
国
、
.あ
る
民
族
の
文
化
を
中
心

・
優
越
と
提
唱
す
れ
ば
、

い
う
ま
で
も

な
く
現
代
国

際
社
会
は
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一
言
で
言
え
ば
、
国
際
交
流
的
な
学
術
研
究
は
、
あ
る
国

・
あ
る
地
域

・
あ
る

集
団
に
限
ら
ず
、
人
類
の
平
和
や
共
同
共
生
な
未
来
に
向
け
て
行
な
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
前
提
に
立

っ
て
い
て
、

古
代
文
化
を
研
究
す
れ
ば
、
「其
楽
融
融
」

で
あ
ろ
う
か
。

小
生

の

「雷
神

・
龍
神
の
研
究
」
は
こ
の
視
野
と
発
想
か
ら
出
発
し
て
、
続
い
て
進
ん
で
ゆ
こ
う
と
お
も
う
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
報
告
書
の
公
刊
の
際
に
、

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
の
有
名
な
中
国
専
門
学
者
、
井
波
律
子
国

際
日
本
文
化

研
究

セ
ン
タ
ー
教
授
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
優
れ
た
企
画
、
司
会
者
、
臼
井
祥
子
女
史
同
セ
ン
タ
ー
研
究
協
力

専
門
官
に
国

際
的
な
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。
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***発 表 を 終 え て***

雷神崇拝は日 ・中古代文化と深く関連 しており、 これを

研究することにより、日 ・中古代文化の源や両国及び東ア

ジアの古代文化交流を追究することができると思っておりま

す。

京都と私の古里 一 西安(昔 の長安)と は姉妹都市であり、

古代より人員往来、文化交流を盛んに行っています。私が

曽て勤めていた西北大学は、唐代の長安の太平坊にあたる

ところ、城壁の含光門のすぐ南にあり、そこからまっすぐ南

に行 くと、空海大師が留学していた青龍寺に到着 します。

京都にやってきて、私は数回東寺を見学したことがあります。

不思議なことらしいですが、歴史と現実はこんなに時間と空

間の隔てを超越 して、一体になるようになりましたから、無

限な感動は私の胸を滝のように奔流 しています……

最後に特に申したいのですが、 この研究 は、財団法人、

住友財団から1995年 度 「アジア諸国における日本関連研究

助成」をいただきました。ここに感謝の意を表 します。
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日文研 フォーラム開催一覧

r

回 年 月 日

丶

発 表 者 ・ テ ー マ

1
62.10.12

(1987)

ア レッサ ンドロ ・バ ロータ(ピ サ大 学助教授)

AlessandroVALOTA

「近代 日本の社会移動 に関する一 、二の考察」

2
62.12.11

(1987)

エ ンゲルベル ト・ヨリッセ ン(日 文研客員助教授)

EngelbertJORIβEN

「南 蛮時代の文書の成立 と南蛮学 の発 展」

③
63.2.19

(1988)

リーA.ト ンプソン(大 阪大学助手)

LeeA.THOMPSON

「大相撲 の近代化」

4
63.4.19

(1988)

フォスコ ・マライー二(日 文研 客員教授)

FoscoMARAINI

「庭 園に見 る東 西文 明のちが い」

⑤
63.6.14

(1988)

宋 彙七(慶 北大学校師範大学副教授)

SONGWhiChi1

「大塩平八郎研究の問題点」

6
63.8.9

(1988)

セ ップ ・リンハル ト(ウ ィー ン大学教授)

SepPLINHART

「近世後期 日本 の遊 び一拳 を中心 に一」

⑦
63.10.11

(1988)

スーザ ンJ.ネ イピア(テ キサス大学助教授)

SusanNAPIER

「近代 日本小説 における女性像 一現実 と幻想 一」

⑧

丶

63.12,13

(1988)

ジェームズC.ド ビンズ(オ ベ リン大学助教授)

JamesC.DOBBINS

「仏教 に生 きた中世 の女性 一恵信尼の書 簡 一」

ノ



⑨

厂

元.2.14

(1989)

、

厳 安生(北 京外国語学院 日本語学部助教授)

YANAnSheng

「中国人留学生の見た明治日本」

⑩
元.4.11

(1989)

劉 敬文(遼 寧大学日本研究所副所長)

LIUJingwen

「教育投資と日本の戦後経済高度成長」

⑪
元.5.9

(1989)

スザ ンヌ ・ゲイ(オ ベ リン大学助教授)

SuzanneGAY

「中世京都 における土 倉酒屋 一都市社会の自由とその限界 一」

⑫
元.6.13

(1989)

夏 剛(京 都工芸繊維大学助教授)

HSIAGang

「インタビュー ・ノンフィクションの可能 性一猪瀬

直樹著『日本凡人伝』を手掛 りに一」

⑬
元.7.11

(1989)

エル ンス ト・ロコバ ント(東 洋大学 助教授)

Ernst:LOKOWANDT

「国家神道 を考 える」

⑭
元.8.8

(1989)

キム ・レーホ(ソ 連科学 アカデ ミー ・世界文学研究所教授)

KIMRekho

「近代 日本文学研究の問題点」

⑮
元.9.12

(1989)

ハル トムー ト○.ロ ーターモン ド

(フ ランス国立高等研究院教授)

HartmutO.ROTERMUND

「江戸末期 における疱瘡神 と疱 瘡絵の諸問題」

⑯
元.10.3

(1989)

汪 向榮

(中国中日関係史研究会常務理事 ・日文研客員教授)

WANGXiang-rong

「弥生時期 日本に来た中国人」

⑰
元.11.14

(1989)

ジェフリー ・ブロー ドベ ント(ミ ネソタ大学助教授)

JeffreyBROADBENT

「地域 開発政策決定過程を通 してみた日米社会 構造 の比較」
ノ



⑱

!

元.12.12

(1989)

、

エ リック ・セズ レ(フ ランス国立科 学研究所助教授)

EricSEIZELET

「日本の国際化 の展望 と外国人労働者 問題」

⑲
2.1.9

(1990)

ス ミエ ・ジョー ンズ(イ ンディアナ大学準教授)

SumieJONES

「レトリックとしての江戸」

⑳
2.2.13

(1990)

カール ・ベ ッカー(筑 波大学哲学思想学系外国人教 師)

CarlBECKER

「往生 一 日本 の来生観 と尊厳死の倫理」

⑳
2.4.10

(1990)

グラントK.グ ッ ドマ ン

(カ ンザス大学教授 ・日文研客員教授)

GrantK.GOODMAN

「忘れ られた兵士 一戦争 中の 日本 に於 けるインド留学生」

22
2.5.8

(1990)

イア ン ・ヒデオ ・リー ビ

(ス タンフォー ド大学準教授 ・日文研 客員助教授)

IanHideoLEVY

「柿本人麿 と日本文学 における『独創性』について」

23
2.6.12

(1990)

リヴィア ・モネ(ミ ネソタ州立大学助教授)

LiviaMONNET

「村上 春樹:神 話の解体」

⑳
2.7,10

(1990)

李 国棟(北 京連合大学外国語師範学院 日本語学部講師)

LIGuodong

「魯迅の悲劇 と漱石の悲劇一文化伝統からの一考察一」

⑳
2.9.11

(1990)

馬 興国(遼 寧大学 日本研究所副所長 ・日文研客員助教授)

MAXing-guo

「正月の風俗一中国と日本」

⑳

㌧

2.10.9

(1990)

ケネス ・クラフ ト(リーハイ大学助教授)

KennethKRAFT

「現代 日本 における仏教 と社会活動」

ノ



72

r

2,11.13

(1990)

、

アハマ ドM.フ ァ トヒ(カ イロ大学 講師)

AhmedM.FATTHY

「義経文学 とエジプ トのべーバルス王伝説 における主 従関係

の比較」

⑱
3.1.8

(1991)

カ レル ・フィアラ

(カ レル大学 日本学科長 ・日文研客員助教授)

KarelFIALA

「言語 学か らみた「平 家物語 ・巻一』の成立過程 」

⑳
3.2.12

(1991)

アレクサン ドルA.ド ー リン

(ソ連科学 アカデ ミー東 洋学研究所上級研究員)

AleksandrA.DOLIN

「ソビエッ トの日本文学 翻訳事情 一古典か ら近代 まで 一」

30
3.3.5

(1991)

ウィ ーベP.カ ゥ テル ト(ワ ー ゲニ ンゲ ン大学 研 究 員)

WybeP,KUITERT

「バ ロ ック ・ヨー ロ ッパ の 日本 庭 園 情 報.

一 ゲ オ ル グ ・マ イス テル の旅 一」

⑳
3.4.9

(1991)

ミコワイ ・メラノヴィッチ

(ワル シャワ大 学教授 ・日文研 客員教授)

MikolajMELANOwlCz

「ポーランドにおける谷崎潤一郎文学」

32
3.5.14

(1991)

ベア トリスM .ボ ダル ト・ベイ リー(オ ース トラ リア国立

大学 リサーチフェロー ・日文研 客員 助教授)

BeatriceM.BODART-BAILEY

「三百年前 の京都 一ケンペルの上 洛記録」

⑳
3.6.11

(1991)

サ トヤB.ワ ルマ

(ジ ャワハルラール ・ネール大学教授 ・日文研 客員教授)

Satya.B.VERMA

「イン ドにおける俳句」

43

丶

3.7.9

(1991)

ユルゲ ン ・ベルン ト(フ ンボル ト大学教授 ・日文研客員教授)

J負rgenBERNDT

「ドイッ統 合 とベル リンにおける森鴎外記念館」
ノ



⑳

r

3.9.10

(1991)

-丶

ドナル ドM.シ ーキンス(琉 球大学助教授)

DonaldM.SEEKINS

「忘れ られたアジアの片隅 一50年 間の 日本 とビルマの関係」

⑳
3.10.8

(1991)

王 曉平(天 津師範大学助教授 ・日文研客員助教授)

WANGXiaoPing

「中国詩歌における日本人のイメージ」

⑳
3.11.12

(1991)

辛 容泰(東 国大学校文科大学教授 ・日文研来訪研究員)

SHINYong-tae

「日本語 の起源
一 日本語 ・韓:国語 ・甲骨文字 との脈絡 を探 る一」

⑱
3.12.10

(1991)

洪 潤植(東 国大学校教授)

HONGYoonSik

「古代 日本佛教における韓国佛教の役割」

⑳
4.1.14

(1992)

サ ウィ トリ・ウィシュワナタン

(デ リー大学教授 ・日文研 客員教授)

SavitriVISHWANATHAN

「イ ンドは日本 から遠 い国か?一 第二次大戦後の

国 際 情勢 と日本のイ ンド観 の変遷 一」

40
4.3,10

(1992)

ジャン=ジ ャック ・オ リガス

(フ ランス国立東洋言語文化研究所教授)

Jean。JacquesORIGAS

「正 岡子規 と明治の随筆」

⑪
4.4.14

(1992)

リブシェ ・ボハーチ コヴァー(プ ラハ国立博物館 日本美術

元 キュレーター ・日文研客員教授)

Libu忌eBOHA6KOVA

「チェコスロバキアにおける 日本美術」

24

㌧

4.5.12

(1992)

ポール ・マ ッカーシー(駿 河 台大学教 授)

PaulMcCARTHY

「谷崎文学 の 『読 み』と翻訳:ア メ リカにおける

最近 の傾向」
ノ



34

r

4.6.9

(1992)

、

G.カ メロン ・バース ト皿(ニ ュー ヨーク市立 大学 リーマ ン

広 島校学長 ・カ ンザス大学東 アジア研究所長)

G.CameronHURST皿

「兵法 か ら武芸へ 一徳川時代 における武芸 の発達 一」

44
4.7.14

(1992)

杉本 良夫(オ ース トラリア ・ラ トロー ブ大学教授)

YoshioSUGIMOTO

「オース トラリアか ら見 た日本社 会」

⑮
4.9.8

(1992)

、

王 勇(杭 州大学 日本文化研究センター教授 ・日文研

客員助教授)

WANGYong

「中国における聖徳太子」

⑯
4.10.13

(1992)

李 栄九(大 韓民国中央大学教授 ・日文研客員教授)
LEEYoungGu

「直観と芭蕉の俳句」

⑰
4.11.10

(1992)

ウィ リアムD.ジ ョンス トン

(米 国 ・ウェス リアン大学助教授 ・日文研 客員 助教授)

WilliamD.JOHNSTON

「日本疾病史考 一 『黴毒』 の医学的 ・文化的概念 の形成」

⑱
4.12.8

(1992)

マノジュL.シ ュレスタ(甲 南大学経営学部講 師)

ManojL.SHRESTHA

「アジアにお ける日系企業の戦 略転換
一技術移転 をめ ぐって一」

⑲
5.1.12

(1993)

朴 正義

(圓光大学校師範大学副教授 ・日文研来訪研究員)

PARKJung-Wei

「キリス ト教受容における日韓比較」

05

丶

5.2,9

(1993)

マーテ ィン ・コルカッ ト

(米国 ・プ リンス トン大学教授 ・日文研客員教授)

MartinCOLLCUTT

「伝説 と歴史の間一北條政 子 と宗教」
ノ



⑪

〆

5.3.9

(1993)

、

清水 義 明(米 国 ・プ リンス トン大学 マーカン ド栄 誉教授)

YoshiakiSHIMIZU

「チャールズL.ブ リアー(1854～1919)と ブリアー美術館
一米国の 日本美術 コレクションの一例 として一」

⑫
5.4.13

(1993)

金 春美(高 麗大学教授 ・日文研来訪研究員)

KIMChoonMie

「日本近代知識人の思想 と実践一有島武郎の場合一」

53
5.5.11

(1993)

タキエ ・スギヤマ ・リブラ(ハ ワイ大 学教授)

TakieSUGIYAMALEBRA

「皇 太子妃選択の象徴性
一旧身 分文化 との関連を中心 として一」

54
5.6.8

(1993)

姜 希雄(ハ ワイ大学教授 ・日文研 客員教授)

H.W.KANG

「変革 と選択:10世 紀 の日本 と朝鮮
一科挙 制度をめ ぐって一」

⑮
5.7.13

(1993)

ッベ タナ ・ク リステワ

(ソ フィア大学教授 ・日文研客員教授)

TzvetanaKRISTEVA

「涙 の語 り 一 平 安朝文学の特質 一」

⑯
5.9.14

(1993)

金 容雲

(漢陽大学教授 ・日文研客員教授)

KIMYong-Woon

「和算と韓算を通 してみた日韓文化比較」

⑰
5.10.12

(1993)

オロフG.リ デ イン

(コペ ンハーゲ ン大学教授 ・日文研客員教授)

010fG.LIDIN

「徳川時代思想 における荻生徂徠」

⑱

㌧

5.11.9

(1993)

マヤ ・ミルシンスキー

(ス ロベニア・リュブ リアナ大学助教授 ・日文研客員助教授)》
MajaMILCINSKI

「無常観の東西 比較」

ノ



95

〆

5.12.14

(1993)

、

ウィリー ・ヴ ァンドゥワラ(ベ ルギー ・ルーヴァン ・

カ トリック大学教授 ・日文研客員教授)

WillyVANDEWAL:LE

「日本 ・ベルギー文化交流史 一南蛮美術力・ら洋学まで一」

60
6.1.18

(1994)

J.マ ーティン・ホルマン

(ミシガン州立大学連合日本センター所長)

J.MartinHO:LMAN

「自然と為作 一井上靖文学における 『陰謀1一 」

61
6,2.8

(1994)

マイヤ ・ゲラシモワ(ロ シア科学アカデミー東洋学研究所研究員)

MayaGERASIMOVA

「外か ら見た 日本文化 と日本文 学
一俳句 の可能性 を中心 に一」

62
6.3.8

(1994)

オギュスタン ・ベルク

(フ ランス ・社会科学高等研究院教授 ・日文研客員教授)

AugustinBERQUE

「和辻哲郎の風土論 の現代性」

⑱
6.4.12

(1994)

リチ ャー ド・トランス(オ ハイオ州立大学助教授)

RichardTORRANCE

「出雲地方 に於 ける読 み書 き能力 と現代文 学、1880～1930」

64
6.5.10

(1994)

シルバーノD.マ ヒウォ

(フ ィリピン大学 アジア ・セ ンター準教授)

SylvanoD,MAHIWO

「フィリピンにおける日本現状紹介 の諸問題」

65
6.6.10

(1994)

劉 建輝

(中国 ・南開大学副教授 ・日文研客員助教授)

LIUJianHui

「『魔都』体験一文学における日本人と上海」

66

㌧

6.7.12

(1994)

チヤールズJ.ク イン

(オハイオ州立大学準教授 ・東北大学 客員教授)

CharlesJ.QUINN

「私 の日本語発見一王朝文 を中心 に一」
ノ



76

r

6,9.13

(1994)

、

フランソワ ・マセ

(フランス国立東洋言語文化研究所教授 ・日文研客員教授)
'

FrangoisMACE

「幻の行列 一秀吉の葬送儀礼 一」

⑱
6.11.15

(1994)

賈 恵萱

(北京大学助教授 ・日文研客員助教授)

JIAHui-xuan

「中日比較食文化論 一健康的飲食法の研究 一」

69
6.12.20

(1994)

彭 飛

(日本学術振興会特別研究員)

PENGFei

「日本語の表現からみた一異文化摩擦のメカニズムー」

⑩
7.1.10

(1995)

ミハ イル ・ウスペ ンスキー

(エル ミタージュ美術館学芸員 ・日文研客員助教授)

MichailV.USPENSKY

「根付 一ロシア・エル ミタージュ美術館 の コレクションを

中心に一」

⑪
7.2.14

(1995)

厳 紹盪

(北京大学教授 ・日文研客員教授)

YANShaoDang

「記紀神話における二神創世の形態一束アジア文化とのか

かわり一」

⑫
7.3.14

(1995)

王 家騨

(中国 ・南開大学教授 ・日文研客員教授)

WANGJiahua

「渋沢栄一の 『論語算盤説』と日本的な資本主義精神」

⑬
7.4.11

(1995)

ア リソン ・トキタ

(オ ース トラリア ・モナシュ大学助教 授 ・日文研客員助教授)

AlisonTOKITA

「日本伝統音楽 における語 り物の系譜 一旋 律型 を中心 に 一」

ノ



⑭

r

7.5。9

(1995)

、

リュ ドミーラ ・エルマコーワ

(ロ シア科学 アカデ ミー東洋 学研究所極東文学課長)

:LioudmilaERMAKOVA

「和歌 の起源 一神話 と歴史 一」

75
7.6.6

(1995)

バ トリシア ・フィスター

(日 文研 客員助教授)

PatriciaFISTER

「近世 日本の女性画 家たち一」

76
7,7.25

(1995)

崔 吉城

(広島大学総合科学部教授)

CHOIKil-Sug

「『恨』の日韓比較の一考察」

⑰
7.9.26

(1995)

蘇 徳昌(奈 良大学教養部教授)

SUDechang

「日中の敬語表現」

⑱
7.10.17

(1995)

李 均洋

(西北大学副教授 ・日文研来訪研究員)

LIJunYang

「一日・中比較文化考一雷神思想の源流と展開」

79
7.11.28

(1995)

ウィリアム ・サモニデス

(カ ンザ ス大学助教授 ・日文研 客員 助教 授)

WilliamSAMONIDES

「豊 臣秀吉 と高台寺の美術」

⑳
7.12.19

(1995)

タチヤーナL.ソ コロワ=デ リュー シナ

(翻訳家 ・日文研来訪研 究員)

TatyanaL.SOKO:LOVA-DELYUSINA

「俳句 の国 際性 一西欧 の俳句 につ いての一 考察 一」

18

＼

8.1.16

(1996)

ジョン ・クラーク

(シ ドニー大学助教授 ・日文研客員助教授)

JohnCLARK

「日本の近代性 とアジア:絵 画 の場合」
ノ



⑳

r

8.2.13

(1996)

、

ジェイ ピルービン

(ハーバー ド大学教授 ・日文研客員教授)

JayRUBIN

「京の雪、能 の雪」

83
8.3.12

(1996)

イザベル ・シャリエ(神 戸大学 国際文 化学部外 国人教 師)

IsabelleCHARRIER

「日本近代美術 史の成立 一 近代批評 における新語 一」

⑳
8.4.16

(1996)

リース ・モー トン

(ニ ューキ ャッスル大学教授 ・日文研 客員教授)

LeithMORTON

「日本近代文芸 におけるゴシック風小説」

⑳
8.5.28

(1996)

マーク ・コウデ ィ ・ポール トン

(ヴ ィク トリア大学助教授 ・日文研客員助教授)

MarkCodyPOULTON

「能 における 『草木成仏』 の意味」

⑳
8.6.11

(1996)

フランシスコ ・ハ ビエル ・タブレロ

(慶應義塾大学訪問講師)

FranciscoJavierTABLERO

「社会的構築物 としての相撲」

87
8.7.30

(1996)

シルヴァン ・ギニヤール(大 阪学院大学助教授)

SilvainGUIGNARD

「筑前 琵琶 一 文化を語 る楽器」

88
8.9.10

(1996)

ハ ーバー トE .プ ルチ ョウ

(カ リフォルニア大学 ロサ ンゼルス校教授 ・日文研客員教授)

HerbertE.PLUTSCHOW

「怨霊 の領域」

⑳

㌧

8.10.1

(1996)

王 秀文(中 国 ・東北民族学 院助教 授 ・日文研客員助教授)

WANGXiu-wen

「シャクシ ・女 ・魂
一 日本 におけるシャクシにまつわる民 間信仰 一」

丿



09

r

8.11.26

(1996)

、

王 宝平(中 国 ・杭州大学日本文化研究所副所長 ・

日文研客員助教授)

WANGBaoPing

「明治前記に来 日した中国人の外交官たちと日本」

⑪
8.12.17

(1996)

陳 生保(中 国 ・上海外国語大学教授 ・日文研客員教授)

CHENShenBao

「中国語の中の日本語」

⑫
9.1.21

(1997)

ア レキサ ンダーN.メ シェリャコフ

(ロ シア科学 アカデ ミー東洋学研究所教授 ・日文研来訪

研 究員)

AlexanderN.MESHCHERYAKOV

「奈良時代の文化 と情報」

93
9.2.18

(1997)

郭 永詰(韓 国 ・漢 陽大学文科 大学長 ・日文研客員教授)

KWAKYoung-Cheo1

「言語か ら見 た日本」

94
9.3.18

(1997)

マ リア・ロ ドリゲス・デル・ア リサル(ス ペイ ン・マ ドリー ド

国立外国語学校助教授 ・日本学研究所所長)

MariaRODRIGUEZDELALISAL

「弁 当 と日本文化」

⑯
9.4.15

(1997)

ミケー レ ・マルラ(カ リフォルニア大学 ロサンゼルス校

準教 授 ・日文研客員助教授)

MicheleF.MARRA

「弱 き思 准 一 解釈学 の未来 を見なが ら土

96
9.5.13

(1997)

デニス ・ヒロタ(京 都浄土真宗翻訳 シリーズ主任翻訳家

バークレー仏教研 究所準教授)

DennisHIROTA

「日本浄土思想 と言 葉
一 なぜ一遍が和歌を作 って、親鸞が作 らなか ったか」

⑰

㌦

9.6.10

(1997)

ヤ ン ・シコラ

(チ ェコ ・カレル大学助 教授 ・日文研客員助教 授)

JanSYKORA

「近世商人 の世界 一三井高房 『町人考見録』 を中心 に一」
ノ



89

广

9.7.8

(1997)

、

鶴 田 欣也(カ ナダ ・ブリティッシュコロンビア大学教授 ・

日文研客員教授)

KinyaTSURUTA

「向 こう側の文学 一近代か らの再生 一∫

99
9.9.9

(1997)

ポー リン ケン ト(龍 谷大学助教授)

PaulineKENT

「『菊 と刀』 のうら話」

100

丶.

9.10.14

(1997)

セオ ドア ウィリアム グーセン

(カナダ ・ヨーク大学準教授 ・日文研客員助教授)

TheodoreWilliamGOOSSEN

「「日本文学」 とは何か 一21世 紀 に向か って」
ノ

○は報告書既刊



*******
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管理部 ・研究協力課
*******

1997国 際 日本文化研究 センター





■ 日時

1995年10月17日 ㈹

午後2時 ～4時

■ 場所

国際交流基金 京都支 部
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